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位 置 図
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費　目 工　種 種　別 細　別 数量 単位 単　価 金　額 　　　　　　摘     要

本修繕費 1 式 ─── ────

機器費 1 式 ─── 明細表第1号のとおり

直接修繕費 ─── ────

輸送費 1 式 ───

材料費 1 式 ─── 明細表第2号のとおり

労務費 1 式 ─── 明細表第3号のとおり

直接経費 1 式 ───

仮設費 1 式 ───

計

（直接修繕費）

間接修繕費 ─── ────

共通仮設費 1 式 ─── 明細表第4号のとおり

現場管理費 1 式 ───

据付間接費 1 式 ───

計

（間接修繕費）

計

（据付修繕原価）

設計技術費 1 式 ───

計
（修繕原価）

内　　訳　　表
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費　目 工　種 種　別 細　別 数量 単位 単　価 金　額 　　　　　　摘     要

一般管理費等 1 式 ───

現場発生品控除 1 式 ─── ▲ 明細表第5号のとおり

合計

（修繕価格）

消費税等相当額 1 式 ───

本修繕費　計

内　　訳　　表
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第 1 号

種　別 細　別 材　料 形状寸法 数量 単位 単　価 金  額

機器費 1 式 ─── ───

水封式
真空ポンプ 口径40mm 2 台

3.7kW

計

（機器費）

摘     要

 　　明　　細　　表
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第 2 号

種　別 細　別 材　料 形状寸法 数量 単位 単　価 金  額

材料費 1 式 ─── ───

直接材料費 1 式 ─── ───

ステンレス SUS304 15A 6.2 ｍ

鋼管 Sch20S JIS10K

ステンレス SUS304 40A 3.6 ｍ

鋼管 Sch20S JIS10K
小配管

付属材料 （管継手、接合材料、 1 式 ―――
（ステンレス鋼管） 支持材料含む）

ゲート式
仕切弁 青銅 15A 2 個

JIS10K

ゲート式
仕切弁 青銅 40A 4 個

JIS10K

スイング式

逆止弁 SUS 40A 2 個

JIS10K

フランジ式

フレキシブル SUS 15A×300L 2 個

継手 JIS10K

フランジ式

フレキシブル SUS 40A×300L 1 個

継手 JIS10K

600V

電線類 CE/F 5.5sq-3C 5.72 m

(EM-CE)

電線類 IE/F 3.5sq 5.72 m

(EM-IE)

電線類

付属材料 1 式 ―――

厚鋼

電線管類 電線管 G28 4.84 m

金属製 ビニル被覆

電線管類 可とう 30 0.88 m

電線管

電線管

付属材料 1 式 ―――

3φ

ノーヒューズ 定格600V 2 個
遮断器 定格30A

 　　明　　細　　表

摘     要
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号

種　別 細　別 材　料 形状寸法 数量 単位 単　価 金  額

3φ

電磁開閉器 定格18A 2 個

200-220V

小計

（直接材料費）

補助材料費 1 式 ―――

小計

（補助材料費）

計

（材料費）

第2-2 　　明　　細　　表

摘     要
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第 3 号

種　別 細　別 材　料 形状寸法 数量 単位 単　価 金  額

労務費 1 式 ─── ───

一般労務費 1 式 ─── ───

普通作業員 人

設備機械工 人

配管工 人

電工 人

小計

(一般労務費)

機械設備据付労務費 1 式 ─── ───

機械設備据付工 人

電気通信技術者 人

小計

(機械設備据付労務費)

計

（労務費）

 　　明　　細　　表

摘     要
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第 4 号

種　別 細　別 材　料 形状寸法 数量 単位 単　価 金  額

共通仮設費 1 式 ─── ───

共通仮設費率計上 1 式 ───

石綿含む 1 式 ───

計

（共通仮設費）

 　　明　　細　　表

摘     要

産業廃棄
物処理費
積上げ
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第 5 号

種　別 細　別 材　料 形状寸法 数量 単位 単　価 金  額

現場発生品控除 1 式 ─── ───

スクラップ 14 kg

既存ステンレス類撤去品

計

（現場発生品控除）

 　　明　　細　　表

摘     要
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第 １ 章   一般共通事項 
 

１ 適用範囲 

  本仕様書は、津市が発注する機械・電気設備に係る工事及び修繕（以下、「工事等」という。）に適

用する。 

 

２ 関係法令等に遵守 

  本仕様書において特に明記無き事項については三重県公共工事共通仕様書（三重県県土整備部公共事

業運営課監修兼編集）に従い施工すること。 

  また、機器仕様に記載した事項のほか使用する機器及び材料等については、その性質、操作性等を十

分考慮したものを使用し、工事等の施工にあっては関係法令、県・市条例、規則、規定及び規格等を遵

守することとし、下記に示す関係法令、規格等については特に留意すること。 

 ⑴ 労働安全衛生法 

 ⑵ 消防法 

 ⑶ 建設リサイクル法 

 ⑷ 電気事業法 

 ⑸ 電気用品安全法 

 ⑹ 電気技術規程（JEAC）〔内線規定〕〔高圧受電設備規程〕 

 ⑺ 計量法 

 ⑻ 日本産業規格（JIS） 

 ⑼ 日本電線工業会規格（JCS） 

  ⑽  電気設備に関する技術基準を定める省令 

 ⑾ 電気学会電気規格調査会標準規格（JEC） 

 ⑿ 日本電機工業会標準（JEM） 

 ⒀ （機械・電気）設備工事一般仕様書及び標準仕様書（日本下水道事業団） 

 ⒁ （機械・電気）設備工事共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部） 

 ⒂ その他関係法令、条例及び規格、及び日本下水道事業団（JS）発刊基準類 

   上記の法律等は、適用するものの内容が重複する場合には協議をし決定する。 

 

３ 打ち合わせ 

  本工事等の請負契約終結後、すみやかに受注者は、本市監督員との打ち合わせ及び現場調査等を実施

し、その施工内容を熟知すると共に、疑義があればこれを正し、受注者はその打ち合わせ内容について

の議事録を作成し、記録等を整備するものとする。 

 

４ 環境配慮 

  受注者は、機器製作及び選定あるいは施工計画にあたり下記の事項について特に留意し、特に請負金

額が750万円以上の場合にあっては、本市に建設副産物（スクラップ、コンクリート砕りガラ等）の再

利用計画等について届けると共に、必要な書類を提出し、環境に配慮し施工しなければならない。 

⑴ 騒音、振動の抑制 

本工事等において使用する建設機械にあっては、排出ガス対策型建設機械指定要領に基づき国土交

通省で指定された建設機械を使用するものとする。 

なお、排出ガス対策型建設機械に代えて、国土交通省で認定された排出ガス浄化装置を装着した建

設機械についても、排出ガス対策型と同等とみなすものとする。 

⑵ 地下水のかん養（雨水浸透等） 

⑶ 建設副産物の再利用（掘削残土の削減、現場内利用の促進、コンクリートガラ等の再利用促進、 

その他リサイクルの推進） 

⑷ 廃棄物の適切な処分 

⑸ その他、機器選定等及び施工に係る省エネルギーの推進 
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５ 承諾図書 

  受注者は、機器製作にあたり機器詳細仕様書、機器詳細図（製作機器及び購入機器の主要部品図、付

属品図等を含む）、その他、必要な図書を本市に提出し、承認を受けるものとする。 

 

６ 軽微な変更 

  全て設計図書及び仕様書に基づき施工するものとして、これに明記なきもの、軽微な変更については、

本市監督員の指示によるものとする。 

 

７ 器材・機器類の保管 

  受注者は、本工事等に必要な資材等の集積場所及び保管場所等について本市監督員の指示を受けて受

注者の責任により管理すると共に、工事等の竣工引き渡しまでの器材・機器類等の保管、保護をしなけ

ればならない。 

 

８ 既設営造物の損傷、その復旧 

  受注者が既設の建築物及び構造物あるいはその設備、機器及び装置並びに備品等を破損、損傷または

汚染した場合は、速やかに現状に復旧させると共にその費用の一切を受注者が負担する。 

 

９ 提出書類 

提出書類は原則として三重県公共工事共通仕様書に記載するものの他、本市監督員の指示する必要な

書類を提出するものとする。 

  なお、そのサイズは、指定なきものを除き原則全てＡ４版とする。 

 

10 試験及び検査 

 ⑴  受注者は、機器及び材料の試験を行い、その成績書を本市監督員に提出し、承諾を受けるものとす

る。 

 ⑵ 主要機器については、製作工場において本市監督員等の立ち会いのもとに諸試験を行うことがある。

この場合、立会日の１０日以前に必要書類を添付のうえ、その試験、検査等について書面で申し出る

こと。 

 ⑶ 機器、材料の検査及び試験のうち、公的またはこれに準ずる機関の発行した証明書等により、その

成績が確認できるものについては、本市監督員の承諾のもとに省略することができる。なお、各試験、

検査等は、受注者において必要な計器機器等を負担、準備し、実施しなければならない。また試験及

び検査等に市監督員が立ち会わない場合は、その試験結果について写真、資料等を添付し本市監督員

に報告すること。 

⑷ 試験及び検査の結果、本市監督員等の承諾が得られず、工事等に使用することが不適当なものと判

断された場合には、受注者は、いかなることがあっても使用してはならない。 

 

11 機器製作及び現場施工の記録写真 

⑴ 写真の分類 

  ア 着手前、現場施工状況及び完成写真（同一アングルにて撮影のこと） 

  イ 機器製作状況写真（機器製作手順による工事製作状況写真、既製標準品は除く） 

  ウ 現場施工写真（現場における施工状況写真） 

  エ 安全管理写真 

  オ 材料検収写真 

  カ 品質管理写真 

  キ 出来形管理写真 

⑵ 写真の色彩、大きさ 

カラー・サービスサイズ 

⑶ 写真の撮影基準 

  ア 写真の撮影にあたっては、工事名、工種内容、測点等の必要な項目を記載した小黒板を被写体と

共に写し込むこと。 
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  イ 不可視部分の写真整理 

    不可視になる出来形部分については、出来形寸法等が確認できるよう特に注意して撮影しなけれ

ばならない。 

 

12 施工管理 

 ⑴ 受注者は、現場における工事開始と共に責任ある技術者を現地に常駐させ、工事等の期間中の危険

防止対策を十分に行い、労働災害の防止に努めなければならない。 

 ⑵ 受注者は、常に資材その他の整理整頓、清掃に努め、また工事等の完了に際しては、施工場所の後

片付け、清掃等を実施すること。 

 ⑶ 機器、資材等の搬入は、できるだけ通学通勤時間帯を避けるものとして、万一、この時間と重なる

場合には、関係車両は付近の住民等、一般車両を優先しなければならない。 

 ⑷ 受注者は、付近の住民あるいは工事等の作業員に対して事故等、災害が発生した時は、速やかに本

市監督員に報告しなければならない。 

 

13 竣工 

⑴ 施設等の受け渡し（引き渡し） 

工事等の完了に伴う設備、機器、施設等の受け渡しは、本市のほか必要な関係官公庁署の試験、検

査等に合格した後とする。 

⑵ 技術指導 

       完成施設等の使用に先立ち各機器の操作技術について講習会等を受注者の責任において実施し、必

要な資料を提出すること。 

⑶ 保証 

  ア 保証期間は、完成検査合格後（引き渡しの日より）２年間とする。 

    イ  保証期間中に生じた施工及び材質あるいは構造上の欠陥による全ての破損及び故障等について

は、受注者の負担にて速やかに補修、改造または新品と交換を行わなければならない。 

    ウ  保証期間満了時には、受注者の担当技術者を派遣し、設置機器あるいは工事等の対象設備の点検

及び整備を行わなければならない。 

  エ  保証書は、完成図書に綴じ込むものとする。 

 

14 疑義 

⑴ 本仕様書及び添付図面等の内容についての不明な事項は、必ず本市監督員に照会し、説明を受ける

こと。 

⑵ 施工中において、図面、仕様書、その他に疑義を生じた場合は、全て本市監督員の指示及び解釈に

よる。 

 

15 その他 

⑴ 本工事等の設計図書、仕様書に記載する一切の機材等は、全て受注者が調達するものとし、設計数

量より多少増加したり、詳細にわたり明記されていない事項であっても工事等の性格上、当然必要な

ものについては、全て受注者の負担とする。 

⑵ 受注者は、工事等の施工にあたり特許権、その他第三者の権利の対象となっている機器、部材を設

置または使用する時は、その設置及び使用に関する一切の責任を負うものとする。 

⑶ 設備機器等の維持管理上、必要な予備品、消耗品及び工具類については、その一覧表を本市監督員

に提出し、承諾を受けた後、納入するものとする。 

 

15



 

第２章    修繕施工 

１ 修繕概要 

本修繕は、１号真空ポンプ及び２号真空ポンプの老朽化に伴う機能低下により、今後の雨水ポン

プの運転に支障を来たす恐れがあるため、更新を行い、機能促進を図るものである。 

 

２ 修繕範囲 

⑴ 既設真空ポンプの撤去及び処分 

⑵ 真空ポンプの据付（基礎面調整含む） 

⑶ ⑵に記載する真空ポンプの工場試験、輸送、試運転 

⑷ ⑵に伴う配線・配管の更新 

⑸ ⑵に伴う既設真空ポンプ制御盤の材料更新 

⑹ 真空ポンプと雨水ポンプの組合せ試験 

⑺ その他必要な作業 

 

３ 機器仕様 

⑴ ポンプ仕様 

修繕号機   １号、２号 

型式     水封式真空ポンプ 

ポンプ口径  ４０ｍｍ 

最高真空度  －８２ｋＰａ以上 

最大風量   １．７５ｍ３／ｍｉｎ以上   

電動機出力  ３．７ｋＷ 

周波数    ６０Ｈｚ 

電圧     ２２０Ｖ  

 起動方式   直入れ方式 

電動機型式  全閉外扇 

台数     ２台 

⑵ 主要材料 

ケーシング  ＦＣ２００以上 

 羽根車    ＣＡＣ４０２ 

 主軸     Ｓ４５Ｃ＋Ｃｒメッキ 

⑶ 付属品（１台につき） 

 共通ベース   一式 

 軸継手    一式 

 安全カバー    一式 

 呼水漏斗（バルブ付き）   一式 

真空計（バルブ付き）    一式 

 基礎ボルト、ナット   一式 

 封水調整用ニードルバルブ  一式 

 ケースドレーン（バルブ付き） 一式 
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その他必要なもの  一式   

⑷ 構造 

  ア ポンプは、衝撃、摩耗及び腐食に対し十分余裕ある厚みのものとする。 

イ 運転中は振動、騒音が少なく、長時間の連続運転に対しても十分耐える堅牢な構造の

ものとする。 

ウ 軸封水装置の型式は、補水槽の水を注入する水封式とすること。 

エ 回転軸がケーシングを貫通する部分からの空気の漏洩がないようシールを施すこと。 

⑸ 試験、検査 

 機械設備工事一般仕様書（日本下水道事業団）及び JＩＳ等に準拠すること。 

⑹ 塗装 

 機械設備工事一般仕様書（日本下水道事業団）に準拠よる。 

⑺ 据付け 

 機械設備工事一般仕様書（日本下水道事業団）による。 

⑻ その他事項 

    現場機器等の設置状況において不具合が生じた場合においては、その詳細を別途協議

し、施工範囲を確定すること。 

  

４ 材料仕様 

 ⑴ 逆止弁仕様 

    型式          ねじ込み スイング式 

    口径          ４０Ａ 

    フランジ規格      ＪＩＳ１０Ｋ 

    弁箱、弁体       ステンレス鋼 

 ⑵ 手動仕切弁 

    型式          ねじ込み ゲート式 

    口径          １５Ａ 

    フランジ規格      ＪＩＳ１０Ｋ 

    弁箱、弁体       ＣＡＣ４０６ 

 ⑶ 手動仕切弁 

    型式          ねじ込み ゲート式 

    口径          ４０Ａ 

    フランジ規格     ＪＩＳ１０Ｋ 

    弁箱、弁体       ＣＡＣ４０６ 

 ⑷ フレキシブル継手 

    型式          ベローズ形 国土交通省仕様フレキシブルジョイント     

口径及び長さ      １５Ａ×３００ｍｍ 

    フランジ規格及び材質  ＪＩＳ１０Ｋ ＳＳ４００ 

    接液部材質       ＳＵＳ３０４ 

    付属品         フランジ接合材（ボルトナット、パッキン）一式 

 ⑸ フレキシブル継手 
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    型式          ベローズ形 国土交通省仕様フレキシブルジョイント      

口径、長さ       ４０Ａ×３００ｍｍ 

    フランジ規格及び材質  ＪＩＳ１０Ｋ ＳＳ４００ 

    接液部材質       ＳＵＳ３０４ 

    付属品         フランジ接合材（ボルトナット、パッキン）一式 

 ⑹ 配管 

    材質     ＳＵＳ３０４ 

    口径          １５Ａ及び４０Ａ 

    フランジ規格    ＪＩＳ１０Ｋ 

    付属品         フランジ接合材（ボルトナット、パッキン）、支持材一式 

 ⑺ 電気材料 

  ア ノーヒューズ遮断器   ３相 定格絶縁電圧６００Ⅴ 定格電流３０Ａ 

  イ 電磁開閉器    ３相 定格使用電流１８Ａ／２００－２２０Ⅴ  

  ※選定したポンプの仕様に応じた材料を使用すること。 

 

５ 既設機器仕様 

  ポンプ仕様 

   メーカー    株式会社電業社機械製作所 

型式     水封式真空ポンプ 

既設型番    ４０ＶＰ（ＡＷ）―Ｍ 

ポンプ口径        ４０ｍｍ 

最高真空度        ６９０ｍｍＨｇ 

最大風量         １．７５ｍ３／ｍｉｎ以上   

電動機出力        ３．７ｋＷ 

起動方式         直入れ方式 

設置年数         １９８９年 

重量           ０．１６７ｔ（１台あたり） 

 

６ その他 

真空ポンプの撤去は、渇水期に行うこと。 

配管施工等に伴う異種金属の接合及び締結においては、電食防止の措置として各種関係法

令等に則り、然るべき対策を施すこと。 

設置後は電流、絶縁抵抗等の値が基準を満足し、真空ポンプ単体試験及び雨水ポンプとの

組合せ試験を行い、運転状況に異常がないことを確認する。 

既設真空ポンプについては、石綿が含有しているため、適切に処理及び処分すること。 
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第３章  産業廃棄物収集運搬車への表示・書面備え付け 

 

［産業廃棄物収集運搬車への表示・書面備え付け］ 
 産業廃棄物の収集運搬に係る表示及び書面備え付けを行うものとする。 

産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）収集運搬業者の表示例 
 

   

  産業廃棄物収集運搬車 

氏名又は名称 

        許可番号 第１２３４５６号 

                            

    

排出事業者が自ら収集運搬する場合の表示例 

表示方法に関する注意事項 

 

 

  産業廃棄物収集運搬車   

 氏名又は名称 

                           
 

表示方法に関する注意事項 

・車両の両側面（車体の外側）の見やすい位置にわかりやすいように表示すること。 

・表示は車体に直接塗装するか、プレートを車体に鋲で固定することが望ましい。やむを得ずステッカ

ー、はめ込みプレート、マグネットにより着脱が可能な方法で表示を行う場合、ステッカー等の素材

には風雨に耐えられるものを使用すること。また、走行中に破損したり、車体から外れたり、他者に

容易に取り外されないようにすること。 

・文字・数字には、車体・ステッカー等の色を考慮し、識別しやすい色を用いること。また、風雨でかすれたり、容

易に書き換えられないようにすること。汚れ等が付着した場合は、ただちに取除くこと。 

 

 

廃棄物の収集又は運搬の用に供する運搬車である旨の表記 
・140 ポイント以上の大きさの文字（注１） 

(注 1)JIS Z 8305 で規定されている大きさ 
1 ポイント＝0.3514mm 

(注 2)JIS Z 8305 で規定されている大きさを 
1mm 単位で四捨五入した数値です。 

統一許可番号（下 6 けた） 
・９0 ポイント以上の大きさの数字（注１） 

事業者の氏名又は名称 
・90 ポイント以上の大きさの文字（注１） 

《 

車 

両 

の 

両 

側 

》 （注 1)JIS Z 8305 で規定されている大きさ 
1 ポイント＝0.3514mm 

 (注 2)JIS Z 8305 で規定されている大きさを 
1mm 単位で四捨五入した数値です。 

許可業者の氏名又は名称（許可証記載通り） 
・90 ポイント以上の大きさの文字（注１） 

4
.9

cm
以

上
 

（
注

２
）

 

3
.2

cm
以

上
 

（
注

２
）

 3
.2

cm
以

上
 

（
注

２
）

 
3
.2

cm
以

上
 

（
注

２
）

 

廃棄物の収集又は運搬の用に供する運搬車である旨の表記 
・140 ポイント以上の大きさの文字（注１） 

4
.9

cm
以

上
 

（
注
２

）
 

《 

車 

両 

の 

両 

側 

》 
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下
水
道
編

特
記

仕
様

書
（

施
工

条
件

明
示

一
覧

表
）

№
1

☑
共

通
の

仕
様

☑ ☑ ☑ ☑ ☑
設

計
変

更
を

行
う

際
に

は
、

津
市

設
計

変
更

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

(
平
成

３
１

年
３

月
）

(
一

部
改

正
：

令
和

６
年

９
月

)
を

参
考

と
す

る
。

□
「

土
木

構
造

物
設

計
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
案

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
編

」
を

適
用

□
公

園
工

事
の

仕
様

□ □

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

□
別

途
工

事
と

の
工

程
調

整
が

必
要

あ
り

□
調

整
項

目
（

□
資

材
等

の
流

用
□

仮
設

及
び

工
事

用
道

路
等

の
調

整
□

建
設

機
械

等
の

調
整

（
別

途
工

事
名

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

施
工

順
序

の
調

整
□

そ
の

他
（

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
別

途
協

議
　

）

□
施

工
時

期
、

施
工

時
間

及
び

施
工

方
法

の
制

限
あ

り
□

制
限

す
る

工
種

名
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

　
施
工

時
期

及
び

施
工

時
間

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

　
　

　
　

施
工

方
法

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

□
工

種
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

に
つ

い
て
、

施
工

日
の

即
日

開
放

を
原

則
と

す
る

。

□
工

種
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

に
つ

い
て
、

事
前

に
（

　
　

　
　

警
察

署
）

と
立

会
を

行
い

、
確

認
後

、
施
工

す
る

こ
と

。

□
工

期
□

□
他

機
関

と
の

協
議

が
未

完
了

□
協

議
が

必
要

な
機

関
名

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

協
議

完
了

見
込

み
時

期
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
）

□
占

用
物

件
と

の
工

程
調

整
の

必
要

あ
り

□
占

用
物

件
名

（
□

電
気

□
電

話
□

水
道

　
□

ガ
ス

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

）

□
支

障
物

件
の

移
設

□

☑
地

下
埋

設
物

等
の

損
害

☑

☑
官

公
庁

へ
の

手
続

き
等

☑

□
通

学
路

確
認

□

□
部

分
使

用
□ □ □

□
部

分
引

渡
し

□ □

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

部
分

使
用

目
的

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
 
　

　
　

）

部
分

引
渡

し
指

定
部

分
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

部
分

引
渡

し
時

期
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 
　

 
　

　
）

地
下

埋
設

物
及

び
架

空
線

等
上

空
施

設
の

調
査

結
果

を
監

督
員

に
報
告

す
る

こ
と

。
ま

た
、

地
下

埋
設

物
件

等
に

損
害

を
与

え
た

場
合
は

、
直

ち
に

関
係

機
関

に
通

報
及

び
監

督
員

に
連

絡
し

、
応

急
措

置
を

取
り

補
修

す
る

と
と
も

に
、

周
辺

住
民

に
対

し
て

適
切

な
処

置
を

講
じ

る
こ

と
。

道
路

の
使

用
許

可
申

請
及

び
消

防
長

へ
の

道
路

工
事

の
届

出
等

を
行
う

こ
と

。
ま

た
、

諸
手

続
き

に
お

い
て

、
許

可
、

承
諾

を
得

た
と
き

は
、

そ
の

書
面

の
写

し
を

監
督

員
に

提
出

す
る

こ
と

。

工
事

箇
所

を
通

学
区

域
と

す
る

学
校

に
確

認
し

、
通

学
路

で
あ

っ
た
場

合
は

、
対

象
の

学
校

と
協

議
し

、
工

程
の

調
整

を
図

り
、

通
学
者

の
安

全
を

確
保

す
る

こ
と

。
ま

た
、

学
校

と
の

協
議

結
果

を
監

督
員

に
報

告
す

る
こ

と
。

部
分

使
用

箇
所

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
　

　
　

 
　

　
）

部
分

使
用

時
期

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
　

 
　

　
）

本
市

が
制

定
す

る
要

綱
及

び
規

則
等

に
準

拠
す

る
と

と
も

に
監

督
員
の

指
示

に
よ

り
執

行
す

る
こ

と
。

「
施

工
プ

ロ
セ

ス
」

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
活

用
し

、
津

市
工

事
請
負

契
約

約
款

、
設

計
図

書
及

び
三

重
県

公
共

工
事

共
通

仕
様

書
等
に

基
づ

き
、

施
工

・
手

続
き

等
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
常

に
監

督
員

と
共

有
し
、

確
認

す
る

こ
と

。

津
市

工
事

請
負

契
約

約
款

、
設

計
図

書
（

別
冊

の
図

面
、

仕
様

書
、
現

場
説

明
書

及
び

現
場

説
明

に
対

す
る

質
問

回
答

書
）

及
び

三
重
県

公
共

工
事

共
通

仕
様

書
（

令
和

６
年

７
月

）
に

定
め

ら
れ

た
事

項
以

外
の

工
事

仕
様

は
、
国

土
交

通
省

都
市

局
 
公

園
緑

地
工

事
共

通
仕

様
書

（
令

和
６

年
５

月
）

に
準

ず
る

こ
と

。

津
市

工
事

請
負

契
約

約
款

、
設

計
図

書
（

別
冊

の
図

面
、

仕
様

書
、
現

場
説

明
書

及
び

現
場

説
明

に
対

す
る

質
問

回
答

書
）

及
び

三
重
県

公
共

工
事

共
通

仕
様

書
（

令
和

６
年

７
月

）
に

定
め

ら
れ

た
事

項
以

外
の

工
事

仕
様

は
、
国

土
交

通
省

都
市

局
 
公

園
緑

地
工

事
施

工
管

理
基

準
（

令
和

６
年

５
月

）
に

準
ず

る
こ

と
。

工
 
程

 
関

 
係

工
期

は
、

繰
越

手
続

き
が

完
了

後
、

（
　

　
 
　

 
年

　
　

 
　

 
日

）
　

ま
で

に
変

更
し

ま
す

。

明
　

示
　

項
　

目
明

　
　

示
　

　
事

　
　

項
条

　
　

　
件

　
　

　
及
　

　
　

び
　

　
　

内
　

　
　

容

仕
 
様

 
関

 
係

津
市

工
事

請
負

契
約

約
款

、
設

計
図

書
（

別
冊

の
図

面
、

仕
様

書
、
現

場
説

明
書

及
び

現
場

説
明

に
対

す
る

質
問

回
答

書
）

は
、

三
重
県

公
共

工
事

共
通

仕
様

書
に

優
先

す
る

。

三
重

県
公

共
工

事
共

通
仕

様
書

（
令

和
6
年

7
月

版
）

を
適

用

施
工

に
支

障
と

な
り

、
ゴ

ミ
置

場
等

の
移

設
が

必
要

な
場

合
は

、
施
工

前
に

関
係

機
関

、
所

有
者

、
関

係
自

治
会

等
と

調
整

を
図

る
こ
と

。
ま

た
、

移
設

場
所

及
び

移
設

時
期

を
所

有
者

、
関

係
自

治
会

等
へ

事
前

に
回

覧
等

を
配
布

す
る

な
ど

周
知

の
徹

底
を

図
る

こ
と

。
な

お
、

調
整

結
果

を
監
督

員
に

報
告

す
る

こ
と

。

（
注

）
上

記
受

託
業

務
事

項
・

条
件

及
び

内
容

の
レ

印
当

該
欄

は
、

作
業

に
当

た
っ

て
制

約
を

受
け

る
事

と
な

る
の

で
明

示
す

る
。

　
　

　
明

示
事

項
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

及
び

明
示

さ
れ

て
い

な
い

制
約

等
が

発
生

し
た

と
き

は
、

発
注

者
と

別
途

協
議

し
適

切
な

措
置

を
講

ず
る

も
の

と
す

る
。

　
　

　
別

途
協

議
と

は
、

設
計

・
現

場
説

明
又

は
作

業
打

合
せ

等
に

よ
り

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

津
　

 
　

　
市

令
和

7
年

3
月
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下
水
道
編

特
記

仕
様

書
（

施
工

条
件

明
示

一
覧

表
）

№
2

明
　

示
　

項
　

目
明

　
　

示
　

　
事

　
　

項
条

　
　

　
件

　
　

　
及
　

　
　

び
　

　
　

内
　

　
　

容

□
用

地
補

償
物

件
の

未
処

理
箇

所
あ

り
□

未
処

理
箇

所
（

□
別

添
図

等
□

№
　

　
　
～

№
　

□
別

途
協

議
　

）

□
完

了
見

込
み

時
期

（
□

令
和

　
　

　
年

　
　

　
月

頃
□

別
途

協
議

　
）

□
仮

設
ヤ

ー
ド

の
有

無
□

仮
設

ヤ
ー

ド
（

□
官

有
地

□
民

有
地

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
別

途
協

議
　

）
　

　
　

□
仮

設
ヤ

ー
ド

使
用

期
間

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

□
仮

設
ヤ

ー
ド

か
ら

の
運

搬
距

離
（

Ｌ
＝

　
　

㎞
）

□
使

用
条

件
・

復
旧

方
法

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

）

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

□
施

工
方

法
の

制
限

あ
り

□
制

限
項

目
　

（
□

騒
音

□
振

動
□

水
質

□
粉

じ
ん

□
排

出
ガ

ス
□

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
）

□
施

工
方

法
等

（
□

指
定

工
法

名
（

　
　

　
　

）
□

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

別
途

協
議

　
）

□
施

工
時

期
　

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
）

□
事

業
損

失
防

止
に

関
す

る
調

査
あ

り
□

調
査

項
目

　
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
．

　
　

　
　

□
騒

音
測

定
□

振
動

測
定

□
水

質
調
査

□
近

接
家

屋
の

事
前

調
査

□
近

接
家

屋
の

事
後

調
査

□
地

盤
沈

下
測

定
　

　
□

地
下

水
位
等

の
測

定
□

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
）

□
別

途
協

議
　

）

□
調

査
方

法
　

（
□

別
途

資
料

　
□

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

別
途

協
議

　
）

□

□
地

下
水

位
低

下
工

□

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

□
近

接
施

設
等

に
対

す
る

制
限

□
既

存
施

設
あ

り

　
・

近
接

公
共

施
設

　
　

　
（

□
鉄

道
□

電
気

□
電

話
□

水
道

□
ガ

ス
□

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

）
）

　
・

近
接

施
設

（
□

擁
壁

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

ブ
ロ

ッ
ク

塀
□

家
屋

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
）

）

　
・

現
地

の
状

況
を

適
切

に
把

握
し

て
施

工
を

行
う

こ
と

。

□
工

法
制

限
あ

り

　
・

制
限

を
受

け
る

工
種

　
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

）

　
・

制
限

内
容

　
　

　
　

　
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

）

☑
現

場
で

の
安

全
確

保
（

自
主

施
工

の
原

則
）

☑ ☑

☑
事

故
速

報
の

提
出

☑

□
掘

削
（

床
掘

り
）

□

☑
作

業
後

の
現

場
確

認
☑

□
土

砂
崩

落
・

発
破

作
業

に
対

す
る

防
護

施
設

等
に

指
定

あ
り

□
安

全
防

護
施

設
等

の
配

置
　

（
□

別
添

図
等

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

）
□

別
途

協
議

　
）

□
保

安
要

員
の

配
置

　
　

　
　

（
□

別
添

図
等

□
そ

の
他
（

　
　

　
　

　
）

□
別

途
協

議
　

）

工
事

中
は

、
路

面
に

段
差

や
小

構
造

物
等

突
起

物
が

な
い

よ
う

仮
舗
装

等
で

十
分

な
す

り
付

け
を

行
い

、
毎

日
の

作
業

終
了

後
工

事
現
場

内
を

十
分

に
調

べ
、

危
険

な
箇

所
は

即
日

補
修

を
行

う
も

の
と

す
る

。

ウ
ェ

ル
ポ

イ
ン

ト
は

、
近

隣
家

屋
の

事
前

調
査

完
了

後
に

着
手

す
る
こ

と
。

ま
た

、
工

事
現

場
周

辺
の

井
戸

調
査

を
行

い
、

井
戸

が
残
存

す
る

場
合

は
、

井
戸

の
水

位
の

変
化

に
細

心
の

注
意

を
払

う
こ

と
。

な
お

、
近

隣
家

屋
の
事

前
箇

所
及

び
井

戸
調

査
範

囲
は

、
監

督
員

と
協

議
す

る
こ

と
。

安
全

対
策

関
係

受
注

者
は

、
工

事
中

の
適

切
な

安
全

確
保

の
措

置
等

の
一

切
の

手
段
に

つ
い

て
、

自
ら

の
責

任
に

お
い

て
定

め
、

工
事

を
実

施
す

る
こ
と

。

設
計

図
書

に
明

示
さ

れ
た

施
工

条
件

と
工

事
現

場
が

一
致

せ
ず

、
安
全

確
保

の
た

め
に

指
定

仮
設

の
変

更
や

計
上

が
必

要
な

場
合

は
、
監

督
員

と
協

議
を

行
い

指
示

を
受

け
た

後
、

受
注

者
と

し
て

適
切

な
安

全
確

保
の

措
置

を
講
じ

た
う

え
で

、
工

事
を

実
施

す
る

こ
と

。

受
注

者
は

、
工

事
の

施
工

中
に

事
故

が
発

生
し

た
場

合
に

は
、

直
ち
に

監
督

員
に

連
絡

す
る

と
と

も
に

、
事

故
の

概
要

を
所

定
の

書
面
に

よ
り

速
や

か
に

報
告

す
る

こ
と

。

図
面

に
表

記
し

た
掘

削
及

び
床

掘
ラ

イ
ン

は
、

数
量

算
出

に
用

い
た
も

の
で

あ
り

、
掘

削
の

深
さ

、
掘

削
を

行
っ

て
い

る
期

間
、

土
質
条

件
、

地
下

水
の

状
況

及
び

周
辺

地
域

の
環

境
条

件
等

を
総

合
的

に
勘

案
し

、
安

全
か

つ
確
実

に
施

工
す

る
こ

と
。

用
 
地

 
関

 
係

公
害

対
策

関
係

家
屋

調
査

は
、

主
任

技
術

者
（

監
理

技
術

者
）

の
管

理
の

も
と

、
三
重

県
業

務
委

託
共

通
仕

様
書

に
基

づ
き

調
査

を
実

施
す

る
こ

と
。
ま

た
、

調
査

に
従

事
す

る
者

（
補

助
者

を
除

く
）

は
、

調
査

対
象

物
件

に
応

じ
た

建
築

士
法
第

２
条

に
規

定
す

る
建

築
士

の
資

格
を

有
す

る
者

を
充

て
る

こ
と
。

な
お

、
身

分
証

明
書

交
付

願
を

速
や

か
に

監
督

員
に

提
出

し
、

身
分

証
明

書
交

付
後

に
家
屋

調
査

を
実

施
す

る
こ

と
。

（
注

）
上

記
受

託
業

務
事

項
・

条
件

及
び

内
容

の
レ

印
当

該
欄

は
、

作
業

に
当

た
っ

て
制

約
を

受
け

る
事

と
な

る
の

で
明

示
す

る
。

　
　

　
明

示
事

項
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

及
び

明
示

さ
れ

て
い

な
い

制
約

等
が

発
生

し
た

と
き

は
、

発
注

者
と

別
途

協
議

し
適

切
な

措
置

を
講

ず
る

も
の

と
す

る
。

　
　

　
別

途
協

議
と

は
、

設
計

・
現

場
説

明
又

は
作

業
打

合
せ

等
に

よ
り

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

津
　

 
　

　
市

令
和

7
年

3
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下
水
道
編

特
記

仕
様

書
（

施
工

条
件

明
示

一
覧

表
）

№
3

明
　

示
　

項
　

目
明

　
　

示
　

　
事

　
　

項
条

　
　

　
件

　
　

　
及
　

　
　

び
　

　
　

内
　

　
　

容

□
交

通
安

全
施

設
等

の
指

定
あ

り
□

交
通

安
全

施
設

等
の

配
置

　
（

□
別

添
図

等
□

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

）
□

別
途

協
議

　
）

□
交

通
誘

導
警

備
員

の
配

置
　

（
□

別
添

図
等

□
そ

の
他
（

　
　

　
　

　
）

□
別

途
協

議
　

）

□
指

定
路

線
□

指
定

路
線

以
外

□
交

通
誘

導
警

備
員

の
配

置
人

員
数

□
概

算
人

数
に

よ
る

算
出

①
交

通
誘

導
警

備
員

の
人

数
は

、
概

算
数

量
と

し
て

い
る

た
め

、
設
計

変
更

の
対

象
と

す
る

。

概
算

延
べ

人
数

：
交

通
誘

導
警

備
員

Ａ
：

人
Ｂ

：
人

 
（

注
：

交
通

誘
導

警
備

員
Ａ

が
配

置
で

き
な

い
場

合
も

変
更

の
対

象
と

す
る

。
）

② ③
交

通
誘

導
警

備
員

の
配

置
完

了
後

、
協

議
に

よ
り

定
め

た
実

績
人
数

が
確

認
で

き
る

資
料

を
提

出
す

る
こ

と
。

□
積

上
げ

に
よ

る
算

出

配
置

人
員

数
（

　
人

）
　

（
う

ち
交

通
誘

導
警

備
員

Ａ
（
　

人
）

）

　
　

　
　

（
注

：
配

置
人

員
数

の
変

更
は

原
則

行
わ

な
い

も
の

と
す
る

。
但

し
、

交
通

誘
導

警
備

員
Ａ

が
配

置
で

き
な

い
場

合
は

変
更
の

対
象

と
す

る
。

）

□
交

通
誘

導
警

備
員

の
配

置
時

間
（

　
　

　
　

　
　

　
）

□
交

通
誘

導
警

備
員

の
配

置
期

間
（

　
　

　
　

　
　

　
）

□
交

通
誘

導
警

備
員

配
置

の
対

象
工

種
（

　
　

　
　

　
　

　
）

☑
定

期
安

全
研

修
・

訓
練

等
　

☑ ☑

☑
安

全
巡

視
等

☑

安
全

教
育

及
び

安
全

訓
練

等
は

、
工

事
着

手
後

、
作

業
員

全
員

（
交
通

誘
導

警
備

員
含

む
）

の
参

加
に

よ
り

月
当

た
り

、
半

日
以

上
の
時

間
を

割
当

て
、

以
下

の
各

号
か

ら
実

施
す

る
内

容
を

選
択

し
、

定
期

的
に

安
全

に
関

す
る
研

修
・

訓
練

等
を

実
施

す
る

こ
と

。
ま

た
、

作
業

員
全

員
の

参
加
が

困
難

な
場

合
は

、
分

割
し

て
実

施
す

る
事

も
出

来
る

。
な

お
、

安
全

教
育

及
び

安
全

訓
練
等

の
実

施
状

況
を

記
録

し
た

資
料

及
び

写
真

を
整

備
及

び
保

管
し
、

監
督

員
及

び
検

査
員

に
提

示
す

る
こ

と
。

(
1
)
安

全
活

動
の

ビ
デ

オ
等

視
覚

資
料

に
よ

る
安

全
教

育
(
2
)
当

該
工

事
内

容
等

の
周

知
徹

底
(
3
)
工

事
安

全
に

関
す

る
法

令
、

通
達

、
指

針
等

の
周

知
徹

底
(
4
)
当

該
工

事
に

お
け

る
災

害
対

策
訓

練
(
5
)
当

該
工

事
現

場
で

予
想

さ
れ

る
事

故
対

策
(
6
)
そ

の
他

、
安

全
・

訓
練

等
と

し
て

必
要

な
事

項

安
全

教
育

及
び

安
全

訓
練

等
は

、
以

下
に

示
す

項
目

の
具

体
的

な
計
画

を
作

成
し

施
工

計
画

書
へ

記
載

す
る

こ
と

。
(
1
)
工

事
期

間
中

の
月

別
安

全
研

修
・

訓
練

等
実

施
全

体
計

画
(
2
)
全

体
計

画
に

は
、

下
記

項
目

の
活

動
内

容
に

つ
い

て
具

体
的

に
記
述

す
る

。
　

1
)
月

当
た

り
半

日
以

上
の

時
間

を
割

り
当

て
た

安
全

研
修

・
訓

練
等

の
実

施
内

容
・

工
程

に
合

わ
せ

た
適

時
の

安
全

項
目

　
2
)
資

機
材

搬
入

者
等

一
時

入
場

者
へ

の
工

事
現

場
内

誘
導

方
法

　
3
)
現

場
内

の
業

務
内

容
及

び
工

程
の

作
業

員
等

へ
の

周
知

方
法

　
4
)
K
Y
及

び
新

規
入

場
者

教
育

の
方

法
　

5
)
場

内
整

理
整

頓
の

実
施

　
6
)
そ

の
他

安
全

に
関

す
る

取
組

み

安
全

巡
視

者
を

定
め

、
安

全
巡

視
者

は
そ

の
所

在
を

明
ら

か
に

す
る
と

と
も

に
、

施
工

計
画

書
の

内
容

、
工

事
現

場
の

状
況

、
施

工
条
件

及
び

作
業

内
容

を
熟

知
し

、
適

時
、

作
業

員
等

の
指

導
及

び
安

全
施

設
や

仮
設

備
の

点
検
を

行
い

、
工

事
現

場
及

び
そ

の
周

辺
の

安
全

確
保

に
努

め
る

こ
と
。

ま
た

、
安

全
巡

視
、

K
Y
活

動
、

T
B
M
等

の
実

施
状

況
を

記
録

し
た

資
料

を
整

備
、

保
管

し
、
監

督
員

及
び

検
査

員
に

提
示

す
る

こ
と

。

安
全

対
策

関
係

受
注

者
は

、
工

事
着

手
前

に
配

置
計

画
等

（
配

置
人

員
、
期

間
等

）
を

作
成

し
、

そ
れ

を
基

に
、

監
督

員
と

必
要

と
す

る
交

通
誘

導
警
備

員
の

延
べ

配
置

人
員

を
協

議
す

る
こ

と
。

工
事

着
手

後
、

計
画

を
変

更
す
る

必
要

が
生

じ
た

場
合

は
、

随
時

、
協

議
を

行
い

、
計

画
を

見
直

す
こ

と
。
な

お
、

延
べ

配
置

人
員

の
算

出
は

、
県

が
定

め
る

作
業

日
当

た
り

標
準

作
業
量

等
を

用
い

作
成

す
る

も
の

と
し

、
現

場
条

件
等

に
よ

り
県

の
標

準
作

業
量
等

と
差

が
生

じ
る

場
合

は
、

そ
の

理
由

を
明

確
に

し
た

計
画

を
も

っ
て

協
議
す

る
こ

と
。

ま
た

、
実

績
人

数
の

確
認

方
法

に
つ

い
て

も
合

わ
せ

て
協

議
を
行

う
こ

と
。

（
注

）
上

記
受

託
業

務
事

項
・

条
件

及
び

内
容

の
レ

印
当

該
欄

は
、

作
業

に
当

た
っ

て
制

約
を

受
け

る
事

と
な

る
の

で
明

示
す

る
。

　
　

　
明

示
事

項
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

及
び

明
示

さ
れ

て
い

な
い

制
約

等
が

発
生

し
た

と
き

は
、

発
注

者
と

別
途

協
議

し
適

切
な

措
置

を
講

ず
る

も
の

と
す

る
。

　
　

　
別

途
協

議
と

は
、

設
計

・
現

場
説

明
又

は
作

業
打

合
せ

等
に

よ
り

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

津
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下
水
道
編

特
記

仕
様

書
（

施
工

条
件

明
示

一
覧

表
）

№
4

明
　

示
　

項
　

目
明

　
　

示
　

　
事

　
　

項
条

　
　

　
件

　
　

　
及
　

　
　

び
　

　
　

内
　

　
　

容

☑
災

害
防

止
協

議
会

（
安

全
衛

生
協

議
会

）
の

設
置

☑

☑
新

規
入

場
者

教
育

☑

□
建

設
発

生
土

受
入

地
の

指
定

あ
り

□
受

入
地

の
条

件
（

□
別

途
図

面
□

㎞
）

□
受

入
料

金
あ

り
□

受
入

料
金

な
し

□
別

途
協

議
□

そ
の

他
（

）
）

□
建

設
発

生
土

受
入

地
未

定
□

□
k
m
、

□
そ

の
他

（
）

）

□
産

業
廃

棄
物

の
処

理
条

件
あ

り
□

産
業

廃
棄

物
の

種
類

　
　

　
（

□
コ

ン
塊

□
ア

ス
塊

□
木

材
□

汚
泥

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

）
）

□
産

業
廃

棄
物

の
処

分
地

　
　

（
□

再
生

処
分

場
（

　
　

　
　

　
）

□
最

終
処

分
場

（
　

　
　

　
　

）
□

別
添

図
書

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
別

途
協

議
　

）

【
注

：
特

段
の

理
由

に
よ

り
処

分
先

や
運

搬
距

離
を

明
示

す
る

場
合
は

そ
の

他
の

項
目

（
　

　
　

　
　

）
に

記
入

の
こ

と
。

】

□
処

分
場

の
受

入
条

件
　

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
）

□
舗

装
切

断
時

の
排

水
処

理

□

☑
再

生
資

源
利

用
計

画
☑

☑
再

生
資

源
利

用
促

進
計

画
☑

☑
産

業
廃

棄
物

税
☑

☑
産

業
廃

棄
物

処
理

☑ ☑

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
一

般
道

路
（

搬
入

路
）

の
使

用
制

限
あ

り
□

経
路

及
び

使
用

期
間

の
制

限
内

容
　

（
□

別
添

図
等

□
そ
の

他
（

　
　

　
　

　
）

□
別

途
協

議
　

）

□
仮

設
道

路
の

設
置

条
件

あ
り

□
使

用
中

及
び

使
用

後
の

措
置

　
　

　
（

□
別

添
図

等
□

そ
の

他
（

 
　

　
　

　
 
）

□
別

途
協

議
　

）

□
用

地
及

び
構

造
　

　
　

　
　

　
　

　
（

□
別

添
図

等
□

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
）

□
別

途
協

議
　

）

□
安

全
施

設
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

□
別

添
図

等
□

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
）

□
別

途
協

議
　

）

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

本
工

事
に

は
産

業
廃

棄
物

税
相

当
分

が
計

上
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、
受

注
者

が
課

税
対

象
と

な
っ

た
場

合
に

は
完

成
年

度
の

翌
年

度
の
4
月

1
日

か
ら

8
月

3
1
日

ま
で

の
間

に
別

に
定

め
る

様
式

に
産

業
廃

棄
物

税
納

税
証

明
書

等
を
添

付
し

て
当

該
工

事
の

発
注

者
に

対
し

て
支

払
請

求
を

行
う

こ
と
。

な
お

、
こ

の
期

間
を

超
え

て
請

求
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
ま

た
、

設
計

数
量

を
超

え
て
請

求
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。

産
業

廃
棄

物
の

処
理

を
委

託
す

る
場

合
に

は
、

廃
棄

物
処

理
法

に
規
定

す
る

委
託

基
準

を
遵

守
し

、
産

業
廃

棄
物

収
集

運
搬

業
者

等
、
産

業
廃

棄
物

処
分

業
者

等
と

の
契

約
書

（
写

し
）

及
び

収
集

運
搬

業
・

処
分

業
の

許
可

証
（
写

し
）

を
監

督
員

に
提

出
す

る
こ

と
。

産
業

廃
棄

物
管

理
票

（
紙

マ
ニ

フ
ェ

ス
ト

）
ま

た
は

電
子

マ
ニ

フ
ェ
ス

ト
に

よ
り

、
適

正
に

処
理

さ
れ

た
こ

と
を

確
か

め
る

と
と

も
に
監

督
員

に
提

示
す

る
こ

と
。

ま
た

、
完

成
検

査
時

に
検

査
員

に
提

示
す

る
こ

と
。

工
事

用
道

路
関

係

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

・
セ

メ
ン

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
の

切
断

時
に

発
生
す

る
排

水
（

泥
水

）
を

河
川

や
側

溝
に

排
水

す
る

こ
と

な
く

排
水
吸

引
機

能
を

有
す

る
切

断
機

械
等

に
よ

り
回

収
す

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
、

回
収

水
等

は
、
産

業
廃

棄
物

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

し
、

適
正

に
処

理
し

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。

「
適

正
に

処
理

」
す

る
と

は
、

「
廃

棄
物

処
理

及
び

清
掃

に
関

す
る

法
律
」

に
基

づ
き

、
産

業
廃

棄
物

の
排

出
事

業
者

（
受

注
者

）
が

産
業
廃

棄
物

の
処

理
を

委
託

す
る

際
、

適
正

処
理

の
た

め
に

必
要

な
廃

棄
物

情
報

（
成

分
や

性
状
等

）
を

処
理

業
者

に
提

供
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
受
注

者
は

、
回

収
水

等
の

産
業

廃
棄

物
管

理
票

（
マ

ニ
フ

ェ
ス

ト
）

に
つ

い
て

、
監

督
員

に
提
示

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

舗
装

切
断

時
の

回
収

水
等

の
運

搬
・

処
理

に
つ

い
て

は
、

契
約

後
、
監

督
員

と
協

議
す

る
こ

と
。

受
注

者
は

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

及
び

鉄
か

ら
成

る
建
設

資
材

、
木

材
、

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
等

を
工

事
現

場
に

搬
入
す

る
場

合
に

は
、

法
令

等
に

基
づ

き
、

再
生

資
源

利
用

計
画

を
作

成
し

、
施

工
計

画
書

に
含
め

監
督

員
に

写
し

を
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
ま

た
、

受
注

者
は

、
法

令
等

に
基

づ
き

、
再

生
資

源
利

用
計

画
を

工
事

現
場

の
公

衆
が

見
や

す
い

場
所

に
掲

げ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

受
注

者
は

、
建

設
発

生
土

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
塊

、
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
塊

、
建

設
発

生
木

材
、

建
設

汚
泥

ま
た

は
建

設
混
合

廃
棄

物
等

を
工

事
現

場
か

ら
搬

出
す

る
場

合
に

は
、

法
令

等
に

基
づ

き
、

再
生

資
源

利
用
促

進
計

画
を

作
成

し
、

施
工

計
画

書
に

含
め

監
督

員
に

写
し

を
提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

ま
た

、
受

注
者

は
、

法
令

等
に

基
づ

き
、

再
生

資
源

利
用

促
進
計

画
を

工
事

現
場

の
公

衆
が

見
や

す
い

場
所

に
掲

げ
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。

建
設

発
生

土
・

産
業

廃
棄

物
関

係

運
搬

距
離

（
Ｌ

＝
　

受
入

地
未

定
に

つ
き

別
途

協
議

す
る

。
（

暫
定

運
搬

距
離

Ｌ
＝

安
全

対
策

関
係

下
請

け
契

約
を

締
結

す
る

場
合

に
は

、
下

請
負

人
の

工
事

施
工

・
安
全

管
理

の
責

任
者

等
を

含
め

、
災

害
防

止
協

議
会

を
設

置
し

、
作
業

間
の

連
絡

調
整

を
図

り
、

災
害

防
止

に
努

め
る

こ
と

。
ま

た
、

協
議

会
の

開
催

は
毎

月
１
回

以
上

と
す

る
。

な
お

、
実

施
状

況
を

記
録

し
た

資
料

（
実

施
状
況

写
真

が
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

）
を

保
管

し
、

監
督

員
及

び
検

査
員

に
提

示
す

る
こ

と
。

新
規

入
場

者
教

育
等

（
交

通
誘

導
警

備
員

を
含

む
）

は
、

本
工

事
の
現

場
特

性
を

反
映

し
た

内
容

で
実

施
す

る
こ

と
。

ま
た

、
実

施
状
況

が
わ

か
る

記
録

し
た

資
料

を
整

備
、

保
管

し
、

監
督

員
及

び
検

査
員

に
提

示
す

る
こ

と
。

（
注

）
上

記
受

託
業

務
事

項
・

条
件

及
び

内
容

の
レ

印
当

該
欄

は
、

作
業

に
当

た
っ

て
制

約
を

受
け

る
事

と
な

る
の

で
明

示
す

る
。

　
　

　
明

示
事

項
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

及
び

明
示

さ
れ

て
い

な
い

制
約

等
が

発
生

し
た

と
き

は
、

発
注

者
と

別
途

協
議

し
適

切
な

措
置

を
講

ず
る

も
の

と
す

る
。

　
　

　
別

途
協

議
と

は
、

設
計

・
現

場
説

明
又

は
作

業
打

合
せ

等
に

よ
り

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

津
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下
水
道
編

特
記

仕
様

書
（

施
工

条
件

明
示

一
覧

表
）

№
5

明
　

示
　

項
　

目
明

　
　

示
　

　
事

　
　

項
条

　
　

　
件

　
　

　
及
　

　
　

び
　

　
　

内
　

　
　

容

☑
施

工
☑ ☑ □ □ ☑

☑
環

境
対

策
☑ ☑

□
支

援
技

術
者

□

☑
電

子
メ

ー
ル

を
活

用
し

た
情

報
共

有
☑

☑
デ

ジ
タ

ル
工

事
写

真
の

電
子

小
黒

板
の

使
用

☑

□
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

工
事

□
「

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
工

事
（

土
工

）
特

記
仕

様
書

【
施

工
者

希
望

型
】

」
令

和
6
年

7
月

を
適

用
（

三
重

県
H
P
「

三
重

県
の

公
共

事
業

情
報

」
を

参
照

）

□
「

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
工

事
（

土
工

 
1
,
0
0
0
m
3
未

満
）

特
記

仕
様

書
【

施
工
者

希
望

型
】

」
令

和
6
年

7
月

を
適

用
（

三
重

県
H
P
「

三
重

県
の

公
共

事
業

情
報

」
を

参
照

）

□
「

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
工

事
（

小
規

模
土

工
）

特
記

仕
様

書
【

施
工

者
希
望

型
】

」
令

和
6
年

7
月

を
適

用
（

三
重

県
H
P
「

三
重

県
の

公
共

事
業

情
報

」
を

参
照

）

□
「

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
工

事
（

舗
装

工
）

特
記

仕
様

書
【

施
工

者
希

望
型
】

」
令

和
6
年

7
月

を
適

用
（

三
重

県
H
P
「

三
重

県
の

公
共

事
業

情
報

」
を

参
照

）

□
「

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
工

事
（

法
面

工
）

特
記

仕
様

書
【

施
工

者
希

望
型
】

」
令

和
6
年

7
月

を
適

用
（

三
重

県
H
P
「

三
重

県
の

公
共

事
業

情
報

」
を

参
照

）

□
「

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
工

事
（

地
盤

改
良

工
）

特
記

仕
様

書
【

施
工

者
希
望

型
】

」
令

和
6
年

7
月

を
適

用
（

三
重

県
H
P
「

三
重

県
の

公
共

事
業

情
報

」
を

参
照

）

□
「

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
工

事
（

河
川

浚
渫

）
特

記
仕

様
書

【
施

工
者

希
望
型

】
」

令
和

4
年

1
月

を
適

用
（

三
重

県
H
P
「

三
重

県
の

公
共

事
業

情
報

」
を

参
照

）

□
「

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
工

事
（

舗
装

工
（

修
繕

工
）

）
特

記
仕

様
書

【
施
工

者
希

望
型

】
」

令
和

6
年

7
月

を
適

用

（
三

重
県

H
P
「

三
重

県
の

公
共

事
業

情
報

」
を

参
照

）

□
「

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
工

事
（

擁
壁

工
）

特
記

仕
様

書
【

施
工

者
希

望
型
】

」
令

和
6
年

7
月

を
適

用
（

三
重

県
H
P
「

三
重

県
の

公
共

事
業

情
報

」
を

参
照

）

□
「

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
工

事
（

基
礎

工
）

特
記

仕
様

書
【

施
工

者
希

望
型
】

」
令

和
6
年

7
月

を
適

用
（

三
重

県
H
P
「

三
重

県
の

公
共

事
業

情
報

」
を

参
照

）

□
「

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
工

事
（

構
造

物
工

（
橋

脚
・

橋
台

）
）

特
記

仕
様

書
【

施
工

者
希

望
型

】
」

令
和

6
年

7
月

を
適

用
（
三
重
県
H
P
「
三
重
県
の
公
共
事
業
情
報
」
を
参
照
）

□
「

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
工

事
（

構
造

物
工

（
橋

梁
上

部
）

）
特

記
仕

様
書

【
施

工
者

希
望

型
】

」
令

和
6
年

7
月

を
適

用
（
三
重
県
H
P
「
三
重
県
の
公
共
事
業
情
報
」
を
参
照
）

□
週

休
２

日
モ

デ
ル

工
事

□
「

特
記

仕
様

書
（

土
木

工
事

編
）

（
受

注
者

希
望

型
）

」
を

適
用

（
津

市
H
P
「

上
下

水
道

管
理

課
か

ら
の

お
知

ら
せ

（
工

事
・

コ
ン

サ
ル

）
、

週
休

２
日

モ
デ

ル
工

事
の

試
行

に
つ

い
て

」
を

参
照

）

□
「

特
記

仕
様

書
（

土
木

工
事

編
）

（
発

注
者

指
定

型
）

」
を

適
用

（
津

市
H
P
「

上
下

水
道

管
理

課
か

ら
の

お
知

ら
せ

（
工

事
・

コ
ン

サ
ル

）
、

週
休

２
日

モ
デ

ル
工

事
の

試
行

に
つ

い
て

」
を

参
照

）

⑴
　

本
工

事
の

現
場

に
お

け
る

現
場

技
術

業
務

を
（

公
財

）
三

重
県
建

設
技

術
セ

ン
タ

ー
に

委
託

す
る

た
め

、
支

援
技

術
者

が
監

督
員
に

代
わ

っ
て

施
工

体
制

　
点

検
、

現
場

立
会

、
観

察
又

は
検

測
を

行
う

場
合

は
、

業
務

に
協
力

す
る

こ
と

。
ま

た
、

書
類

（
施

工
体

制
台

帳
、

施
工

計
画

書
、
報

告
書

、
デ

ー
タ

、
図

　
面

等
）

の
審

査
に

関
し

説
明

を
求

め
ら

れ
た

場
合

は
、

説
明

に
応
じ

る
こ

と
。

た
だ

し
、

支
援

技
術

者
は

、
工

事
請

負
契

約
書

第
９
条

に
規

定
す

る
監

督
員

　
で

は
な

く
、

指
示

、
承

諾
、

協
議

、
検

査
の

適
否

の
判

定
等

を
行
う

権
限

は
有

し
な

い
。

⑵
　

監
督

員
か

ら
受

注
者

に
対

す
る

指
示

又
は

通
知

等
を

支
援

技
術
者

を
通

じ
て

行
う

場
合

は
、

監
督

員
か

ら
直

接
、

指
示

又
は

通
知
が

あ
っ

た
も

の
と

み
な

　
す

。
⑶

　
監

督
員

の
指

示
に

よ
り

受
注

者
が

監
督

員
に

対
し

て
行

う
報

告
又

は
通

知
は

、
支

援
技

術
者

を
通

じ
て

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
⑷

　
本

工
事

を
担

当
す

る
支

援
技

術
者

に
つ

い
て

は
、

監
督

員
か

ら
そ

の
氏

名
を

通
知

す
る

。

電
子

メ
ー

ル
を

活
用

し
た

情
報

共
有

を
行

う
場

合
は

予
め

工
事

打
合
簿

に
て

監
督

員
に

報
告

を
行

う
こ

と
。

実
施

方
法

に
つ

い
て

は
、
津

市
電

子
メ

ー
ル

を
活

用
し

た
情

報
共

有
に

関
す

る
実

施
要

領
に

基
づ

き
、

監
督

員
の

指
示
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

デ
ジ

タ
ル

工
事

写
真

の
電

子
小

黒
板

を
使

用
す

る
場

合
は

予
め

工
事
打

合
簿

に
て

監
督

員
に

報
告

を
行

う
こ

と
。

ま
た

、
三

重
県

デ
ジ
タ

ル
工

事
写

真
の

小
黒

板
情

報
電

子
化

に
係

る
特

記
仕

様
書

（
三

重
県

H
P
「

三
重

県
の

公
共
事

業
情

報
」

参
照

）
に

準
拠

す
る

こ
と

。

工
事

期
間

中
（

養
生

期
間

中
を

含
む

）
の

工
事

箇
所

に
隣

接
す

る
乗
入

れ
に

つ
い

て
、

所
有

者
（

使
用

者
）

と
施

工
前

に
協

議
し

、
施
工

時
間

の
調

整
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

鉄
板

等
を

用
い

る
な

ど
乗

入
れ

を
確

保
す

る
こ

と
。

ま
た

、
受

注
者

は
、

完
成

後
の

乗
入

れ
の

形
態

を
所

有
者

に
事
前

に
説

明
し

、
了

承
を

得
る

こ
と

。

排
水

構
造

物
の

施
工

中
は

、
常

に
通

水
可

能
な

状
態

を
確

保
す

る
こ
と

。
ま

た
、

降
雨

時
等

は
状

況
把

握
に

努
め

、
必

要
に

応
じ

て
臨
機

の
措

置
を

講
じ

る
こ

と
。

受
注

者
は

、
工

事
箇

所
に

官
民

若
し

く
は

民
民

の
境

界
を

示
す

も
の
（

杭
、

鋲
、

プ
レ

ー
ト

等
）

が
発

見
さ

れ
た

場
合

は
、

オ
フ

セ
ッ
ト

等
境

界
を

示
す

も
の

の
位

置
が

明
確

と
な

る
資

料
及

び
状

況
写

真
を

添
付

し
、

施
工

前
に
監

督
員

に
報

告
す

る
こ

と
。

ま
た

、
用

地
付

近
又

は
官

民
境

界
付

近
に

接
し

て
工

事
を

行
う

場
合
に

は
、

地
権

者
の

了
承

を
得

て
着

手
す

る
こ

と
。

ダ
ン

プ
ト

ラ
ッ

ク
等

に
よ

る
過

積
載

等
の

防
止

に
関

す
る

特
記

仕
様
書

（
三

重
県

H
P
「

三
重

県
の

公
共

事
業

情
報

」
参

照
）

に
準

拠
す

る
こ

と
。

現
場

施
工

及
び

、
現

場
外

走
行

時
の

防
塵

対
策

に
つ

い
て

は
、

周
囲
に

粉
塵

等
の

影
響

が
無

い
よ

う
対

策
を

講
じ

、
通

行
及

び
人

家
に
対

し
十

分
配

慮
す

る
こ

と
。

万
が

一
被

害
が

生
じ

た
場

合
は

、
受

注
者

の
責

に
お

い
て

解
決
に

あ
た

る
も

の
と

す
る

。

既
存

排
水

施
設

等
に

影
響

を
及

ぼ
す

恐
れ

の
あ

る
濁

水
（

土
粒

子
を
多

量
に

含
む

も
の

）
は

、
沈

砂
ま

た
は

濾
過

施
設

を
通

す
な

ど
濁
り

の
除

去
等

の
行

っ
た

後
、

放
流

す
る

こ
と

。
ま

た
、

万
が

一
環

境
に

影
響

を
及

ぼ
す

事
態
が

発
生

し
た

場
合

は
、

受
注

者
の

責
に

お
い

て
解

決
に

当
た

る
こ
と

。

施
 
工

 
条

 
件

津
市

工
事

請
負

契
約

約
款

、
設

計
図

書
（

別
冊

の
図

面
、

仕
様

書
、
現

場
説

明
書

及
び

現
場

説
明

に
対

す
る

質
問

回
答

書
）

に
明

示
さ
れ

て
い

な
い

事
項

で
あ

っ
て

も
、

機
能

上
及

び
施

工
上

当
然

必
要

と
認

め
ら

れ
る

も
の

、
並

び
に

取
合

い
の

は
つ

り
・

補
修

・
復

旧
は

、
受

注
者

の
負

担
に
お

い
て

処
理

す
る

こ
と

。

（
注

）
上

記
受

託
業

務
事

項
・

条
件

及
び

内
容

の
レ

印
当

該
欄

は
、

作
業

に
当

た
っ

て
制

約
を

受
け

る
事

と
な

る
の

で
明

示
す

る
。

　
　

　
明

示
事

項
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

及
び

明
示

さ
れ

て
い

な
い

制
約

等
が

発
生

し
た

と
き

は
、

発
注

者
と

別
途

協
議

し
適

切
な

措
置

を
講

ず
る

も
の

と
す

る
。

　
　

　
別

途
協

議
と

は
、

設
計

・
現

場
説

明
又

は
作

業
打

合
せ

等
に

よ
り

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

津
　

 
　

　
市

令
和

7
年

3
月

24



下
水
道
編

特
記

仕
様

書
（

施
工

条
件

明
示

一
覧

表
）

№
6

明
　

示
　

項
　

目
明

　
　

示
　

　
事

　
　

項
条

　
　

　
件

　
　

　
及
　

　
　

び
　

　
　

内
　

　
　

容

□
熱

中
症

対
策

□

□
公

園
内

工
事

□

□
□ □

□
工

事
用

機
材

の
保

管
及

び
仮

置
き

の
必

要
あ

り
□

保
管

場
所

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
期

間
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

そ
の

他
（

　
　

　
　

）

□
現

場
発

生
品

あ
り

□
品

名
（

　
　

　
　

　
　

　
　

）
数

量
（

　
　

　
）

保
管
場

所
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
そ

の
他

（
　

　
　
　

）

□
支

給
品

あ
り

□
品

名
（

　
　

　
　

　
　

　
　

）
数

量
（

　
　

　
）

引
渡
場

所
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

時
期

（
令

和
　

　
年

　
　

月
　

　
日

）
そ

の
他

（
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

□
□ □

□
□

砂
基

礎
材

の
規

格
に

つ
い

て
は

、
最

大
粒

径
2
0
㎜

以
下

、
且

つ
0
.
0
7
5
㎜

ふ
る

い
通

過
質

量
百

分
率

0
～

2
0
％

以
下

と
す

る
。

□
□ □

□
□ □ □

□
盛

土
材

等
工

事
間

流
用

あ
り

□
運

搬
方

法
（

□
受

注
者

で
運

搬
□

受
注

者
以

外
で

運
搬

□
別

途
協

議
□

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
）

）

□
引

渡
場

所
（

□
別

添
図

等
□

別
途

協
議

　
□

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

）

数
量

（
　

　
　

　
　

）
運

搬
距

離
（

Ｌ
＝
　

　
 
㎞

）

☑
現

場
パ

ト
ロ

ー
ル

☑

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
工

事
支

障
物

件
あ

り
□

支
障

物
件

名
　

（
□

鉄
道

□
電

気
□

電
話

□
水

道
□

ガ
ス

□
有

線
□

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

□
移

設
時

期
　

　
（

□
令

和
　

　
　

年
　

　
　

月
　

頃
□

別
途

協
議

）

□
防

護
　

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
）

□
そ

の
他

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

申
請

者
及

び
使

用
者

よ
り

設
置

位
置

等
の

変
更

の
申

し
出

が
あ

っ
た
場

合
は

、
監

督
員

に
報

告
し

、
処

理
対

応
方

法
に

つ
い

て
、

監
督
員

の
指

示
を

受
け

る
こ

と
。

や
む

を
得

ず
管

止
め

と
な

る
場

合
は

、
そ

の
理

由
を

明
確

に
し

、
申
請

者
に

説
明

す
る

と
と

も
に

監
督

員
の

承
諾

を
得

た
後

に
管

止
め
と

す
る

。
ま

た
、

管
止

め
の

位
置

が
わ

か
る

よ
う

に
ピ

ン
等

で
表

示
す

る
と

と
も

に
本

市
指
定

の
管

止
め

調
書

に
状

況
が

わ
か

る
写

真
を

添
付

し
、

監
督

員
に
提

出
す

る
こ

と
。

公
共

工
事

の
品

質
確

保
の

促
進

を
図

る
目

的
と

し
て

、
津

市
政

策
財
務

部
検

査
課

に
お

い
て

、
施

工
状

況
の

確
認

等
現

場
パ

ト
ロ

ー
ル
を

実
施

す
る

こ
と

が
あ

る
。

工
 
事

 
支

 
障

物
 
件

 
関

 
係

砂
基

礎
材

料

埋
戻

し
材

料
【

購
入

土
】

掘
削

土
（

現
場

発
生

土
）

は
、

設
計

図
書

で
明

示
す

る
試

験
を

実
施

し
試

験
結

果
を

監
督

員
に

報
告

す
る

こ
と

。
な

お
、
試

験
結

果
に

よ
り

掘
削

土
（

現
場

発
生

土
）

が
埋

戻
し

材
料

に
適

し
て

い
る

場
合

は
、

監
督
員

と
協

議
し

、
流

用
土

に
変

更
す

る
。

【
流

用
土

】
掘

削
土

（
現

場
発

生
土

）
は

、
設

計
図

書
で

明
示

す
る
試

験
を

実
施

し
試

験
結

果
を

監
督

員
に

報
告

す
る

こ
と

。
な

お
、
試

験
結

果
に

よ
り

掘
削

土
（

現
場

発
生

土
）

が
流

用
土

に
適

し
て

い
な

い
場

合
は

、
監

督
員
と

協
議

し
、

適
し

た
材

料
に

変
更

す
る

。

公
共

ま
す

公
共

ま
す

設
置

位
置

申
請

書
等

に
基

づ
き

設
置

す
る

こ
と

。
ま

た
、
施

工
前

に
必

ず
申

請
者

及
び

使
用

者
に

設
置

位
置

等
を

再
度

確
認
し

、
承

諾
後

に
施

工
す

る
こ

と
。

本
工

事
は

、
建

設
工

事
請

負
契

約
書

の
条

項
第

３
０

条
第

４
項

の
「
特

記
仕

様
書

で
定

め
る

災
害

応
急

対
策

又
は

災
害

復
旧

に
関

す
る
工

事
」

の
対

象
工

事
で

あ
る

。

現
場

密
度

の
測

定
の

指
定

あ
り

開
削

埋
戻

し
の

品
質

管
理

と
し

て
、

現
場

密
度

の
測

定
（

三
重

県
公
共

工
事

共
通

仕
様

書
　

建
設

工
事

施
工

管
理

基
準

（
案

）
品

質
管
理

　
道

路
土

工
に

準
拠

す
る

）
を

行
う

こ
と

。
ま

た
、

測
定

は
、

延
長

１
０

０
ｍ

毎
に

測
定
す

る
こ

と
と

し
、

測
定

位
置

は
、

埋
戻

し
深

さ
の

１
/
２

程
度

と
す

る
。

ま
た

、
測

定
頻

度
は

１
回

(
３

試
料

)
以

上
と

し
、

縦
断

方
向

に
３

試
料

を
測

定
す

る
こ

と
。

な
お

、
測

定
費

用
は

受
注

者
の

負
担

と
す

る
。

立
坑

埋
戻

し
の

現
場

の
品

質
管

理
と

し
て

、
現

場
密

度
の

測
定

（
三
重

県
公

共
工

事
共

通
仕

様
書

　
建

設
工

事
施

工
管

理
基

準
（

案
）
品

質
管

理
　

道
路

土
工

に
準

拠
す

る
）

を
行

う
こ

と
。

ま
た

、
埋

戻
し

深
さ

が
５

ｍ
未

満
の
立

坑
の

試
験

位
置

は
、

埋
戻

し
深

さ
の

１
/
２

程
度

の
位

置
及

び
埋

戻
し

天
端

の
２

箇
所

と
し

、
試

験
頻

度
は

１
回

（
３

試
料

）
以

上
と

す
る

。
埋

戻
し

深
が
５

ｍ
以

上
の

立
坑

の
試

験
位

置
は

、
概

ね
均

等
な

間
隔

と
な

る
よ
う

設
定

す
る

。
試

験
頻

度
は

３
ｍ

に
つ

き
１

回
（

３
試

料
）

以
上

と
す

る
。

な
お

、
費

用
は
受

注
者

の
負

担
と

す
る

。

施
 
工

 
条

 
件

「
熱

中
症

対
策

に
資

す
る

現
場

管
理

費
の

補
正

に
関

す
る

特
記

仕
様
書

（
三

重
県

）
に

準
拠

す
る

こ
と

。
ま

た
、

「
気

温
の

計
測

方
法
」

「
計

測
結

果
の

報
告

方
法

」
「

具
体

的
な

熱
中

症
対

策
の

方
法

」
に

つ
い

て
施

工
計

画
書
に

記
載

す
る

と
と

も
に

、
熱

中
症

対
策

実
施

後
に

お
い

て
は

、
実
施

状
況

に
つ

い
て

写
真

を
添

付
し

て
報

告
す

る
こ

と
。

公
園

利
用

者
の

安
全

確
保

に
つ

と
め

、
工

事
箇

所
に

工
事

関
係

者
以
外

が
立

ち
入

る
こ

と
の

な
い

よ
う

、
注

意
し

て
施

工
す

る
も

の
と
す

る
。

災
害

復
旧

工
事

用
道

路
と

し
て

使
用

す
る

敷
地

は
、

施
工

期
間

中
及

び
施

工
終
了

時
に

原
形

に
復

旧
す

る
こ

と
。

ま
た

、
地

権
者

よ
り

制
約

条
件
、

時
間

的
制

約
等

、
要

望
さ

れ
た

場
合

は
、

速
や

か
に

監
督

員
に

報
告

す
る

こ
と

。

（
注

）
上

記
受

託
業

務
事

項
・

条
件

及
び

内
容

の
レ

印
当

該
欄

は
、

作
業

に
当

た
っ

て
制

約
を

受
け

る
事

と
な

る
の

で
明

示
す

る
。

　
　

　
明

示
事

項
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

及
び

明
示

さ
れ

て
い

な
い

制
約

等
が

発
生

し
た

と
き

は
、

発
注

者
と

別
途

協
議

し
適

切
な

措
置

を
講

ず
る

も
の

と
す

る
。

　
　

　
別

途
協

議
と

は
、

設
計

・
現

場
説

明
又

は
作

業
打

合
せ

等
に

よ
り

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

津
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下
水
道
編

特
記

仕
様

書
（

施
工

条
件

明
示

一
覧

表
）

№
7

明
　

示
　

項
　

目
明

　
　

示
　

　
事

　
　

項
条

　
　

　
件

　
　

　
及
　

　
　

び
　

　
　

内
　

　
　

容

☑
一

般
監

督
重

点
監

督
の

場
合

　
【

注
：

全
て

の
工

種
に

適
用

し
な

い
場

合
は

、
対

象
工

種
欄

を
チ

ェ
ッ

ク
し

、
対

象
工

種
名

を
記

入
す

る
こ

と
。

】

□
全

て
の

工
種

に
適

用
す

る
。

□
対

象
工

種
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
重

点
監

督
　

※
こ

れ
以

外
は

、
一

般
監

督
と

す
る

。

□
仮

設
備

の
設

置
条

件
あ

り
□

使
用

期
間

及
び

借
地

条
件

　
　

　
　

（
□

別
添

図
等

□
そ
の

他
（

　
　

　
　

　
）

□
別

途
協

議
　

）

□
転

用
あ

り
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
回

）

□
兼

用
あ

り
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
）

□
そ

の
他

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
水

替
工

（
締

切
排

水
工

）
□

施
工

条
件

の
指

定
な

し

□
施

工
条

件
の

指
定

あ
り

①
水

替
工

（
締

切
排

水
工

）
の

水
替

日
数

は
、

概
算

数
量

と
し

て
い
る

た
め

、
設

計
変

更
の

対
象

と
す

る
。

概
算

延
べ

水
替

日
数

：
日

② ③
 

水
替

工
（

締
切

排
水

工
）

完
了

後
、

協
議

に
よ

り
定

め
た
実

績
日

数
が

確
認

で
き

る
資

料
を

提
出

す
る

こ
と

。

□
そ

の
他

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
仮

設
物

の
構

造
及

び
施

工
方

法
の

指
定

□
構

造
及

び
設

計
条

件
　

　
　

　
　

　
（

□
別

添
図

等
□

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
）

□
別

途
協

議
　

）

□
施

工
方

法
（

　
　

　
　

）

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
再

生
材

使
用

の
指

定
あ

り
□

再
生

材
の

種
類

（
□

再
生

Ａ
s
コ

ン
□

再
生

路
盤

材
□

再
生

ク
ラ

ッ
シ

ャ
ー

ラ
ン

□
道

路
用

盛
土

材
□

再
生

コ
ン

砂
　

）

□
再

生
材

が
使

用
出

来
な

い
場

合
の

措
置

（
□

新
材

に
変

更
□

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

）
□

別
途

協
議

　
）

□
六

価
ク

ロ
ム

溶
出

試
験

あ
り

（
環

境
告

示
第

4
6
号

溶
出

試
験

）
□

☑
三

重
県

リ
サ

イ
ク

ル
製

品
利

用
推

進
条

例
に

基
づ

く
□

認
定

製
品

の
使

用
に

つ
い

て

 
（

認
定

製
品

の
品

名
：

□
盛

土
材

□
埋

戻
し

材
□

サ
ン

ド
ク

ッ
シ

ョ
ン

材
□

上
層

路
盤

材
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

二
次

製
品

□
グ

レ
ー

チ
ン

グ
□

そ
の

他
（

 
）

）

☑
下

記
製

品
を

本
工

事
で

使
用

す
る

場
合

は
、

三
重

県
リ

サ
イ

ク
ル
製

品
利

用
推

進
条

例
に

基
づ

く
認

定
製

品
を

使
用

す
る

よ
う

に
努
め

る
。

 
（

認
定

製
品

の
品

名
：

　
間

伐
材

製
工

事
用

バ
リ

ケ
ー

ド
・

看
板

・
標

示
板

 
 
）

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

☑
コ

リ
ン

ズ
（

C
O
R
I
N
S
）

の
作

成
・

登
録

☑
三

重
県

公
共

工
事

共
通

仕
様

書
に

基
づ

き
、

コ
リ

ン
ズ

（
C
O
R
I
N
S
）
の

作
成

・
登

録
を

行
う

こ
と

。

☑
☑

□
□

☑
工

事
完

成
報

告
書

☑

☑
完

成
写

真
☑

☑
施

工
計

画
書

（
作

業
主

任
者

）
☑

提
出

書
類

工
事

完
成

報
告

書
の

提
出

部
数

は
２

部
と

す
る

。
ま

た
、

様
式

に
つ
い

て
は

、
津

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

入
札

等
に

関
す

る
各

種
様

式
（
工

事
・

コ
ン

サ
ル

）
に

定
め

ら
れ

た
も

の
と

す
る

。

完
成

写
真

は
、

着
手

前
・

施
工

中
・

完
成

時
に

、
起

点
及

び
終

点
に
お

い
て

必
ず

同
一

方
向

と
な

る
よ

う
に

撮
影

し
、

３
枚

１
組

と
し
て

、
工

事
写

真
帳

の
上

段
・

中
段

・
下

段
に

整
理

し
、

完
成

写
真

と
し

て
提

出
す

る
も

の
と
す

る
。

（
提

出
部

数
 
 
２

部
　

用
紙

サ
イ

ズ
：

Ａ
４

）

作
業

主
任

者
を

選
任

す
べ

き
作

業
に

つ
い

て
は

、
作

業
名

及
び

作
業
主

任
者

の
氏

名
等

を
施

工
計

画
書

へ
記

述
す

る
と

と
も

に
資

格
者
証

の
写

し
を

施
工

計
画

書
へ

添
付

し
て

提
出

す
る

こ
と

。
ま

た
、

就
業

制
限

の
対

象
業

務
及
び

特
別

教
育

の
必

要
な

対
象

業
務

も
同

様
と

す
る

。

コ
リ

ン
ズ

作
成

・
登

録

建
設

発
生

土
情

報
交

換
シ

ス
テ

ム

建
設

副
産

物
情

報
交

換
シ

ス
テ

ム
三

重
県

公
共

工
事

共
通

仕
様

書
に

基
づ

き
、

建
設

副
産

物
情

報
交

換
シ

ス
テ

ム
に

デ
ー

タ
を

入
力

す
る

こ
と

。

建
設

発
生

土
情

報
交

換
シ

ス
テ

ム
三

重
県

公
共

工
事

共
通

仕
様

書
に

基
づ

き
、

建
設

発
生

土
情

報
交

換
シ

ス
テ

ム
の

デ
ー

タ
更

新
を

行
う

こ
と

。

受
注

者
は

、
工

事
着

手
前

に
計

画
工

程
表

等
（

対
象

工
種
、

期
間

等
）

を
作

成
し

、
そ

れ
を

基
に

、
監

督
員

と
必

要
と

す
る

水
替

日
数
を

協
議

す
る

こ
と

。
工

事
着

手
後

、
計

画
を

変
更

す
る

必
要

が
生

じ
た

場
合

は
、

随
時

、
協

議
を

行
い

、
計

画
を

見
直

す
こ

と
。

な
お

、
水

替
日

数
の
算

出
は

、
県

が
定

め
る

作
業

日
当

た
り

標
準

作
業

量
等

を
用

い
作

成
す

る
も
の

と
し

、
現

場
条

件
等

に
よ

り
県

の
標

準
作

業
量

等
と

差
が

生
じ

る
場

合
は
、

そ
の

理
由

を
明

確
に

し
た

計
画

を
も

っ
て

協
議

す
る

こ
と

。
ま

た
、

実
績
日

数
の

確
認

方
法

に
つ

い
て

も
合

わ
せ

て
協

議
を

行
う

こ
と

。

再
生

材
使

用
関

係

再
生

コ
ン

ク
リ

ー
ト

砂
（

１
購

入
先

当
た

り
１

検
体

の
試

験
を

行
い
、

試
験

報
告

書
に

は
、

使
用

す
る

工
事

名
称

、
所

在
地

を
記

載
す
る

。
）

三
重

県
リ

サ
イ

ク
ル

製
品

利
用

推
進

条
例

に
基

づ
く

認
定

製
品

を
使
用

す
る

。
た

だ
し

、
認

定
製

品
が

入
手

で
き

な
い

場
合

は
、

監
督
員

と
別

途
協

議
す

る
こ

と
。

監
督

の
区

分

（
た

だ
し

、
低

入
札

価
格

調
査

制
度

の
調

査
対

象
工

事
と

な
っ

た
場

合
は

、
全

て
の

工
種

を
重

点
監

督
と

す
る

。
）

仮
設

備
関

係

（
注

）
上

記
受

託
業

務
事

項
・

条
件

及
び

内
容

の
レ

印
当

該
欄

は
、

作
業

に
当

た
っ

て
制

約
を

受
け

る
事

と
な

る
の

で
明

示
す

る
。

　
　

　
明

示
事

項
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

及
び

明
示

さ
れ

て
い

な
い

制
約

等
が

発
生

し
た

と
き

は
、

発
注

者
と

別
途

協
議

し
適

切
な

措
置

を
講

ず
る

も
の

と
す

る
。

　
　

　
別

途
協

議
と

は
、

設
計

・
現

場
説

明
又

は
作

業
打

合
せ

等
に

よ
り

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

津
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下
水
道
編

特
記

仕
様

書
（

施
工

条
件

明
示

一
覧

表
）

№
8

明
　

示
　

項
　

目
明

　
　

示
　

　
事

　
　

項
条

　
　

　
件

　
　

　
及
　

　
　

び
　

　
　

内
　

　
　

容

☑
施

工
体

制
台

帳
☑

☑
部

分
下

請
通

知
書

☑

☑
工

事
使

用
材

料
☑

□
□

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
 
）

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

）

☑
工

事
完

成
図

書
（

工
事

写
真

含
む

）
☑

工
事

完
成

図
書

は
電

子
納

品
と

す
る

。
た

だ
し

、
電

子
化

が
困

難
な
部

分
に

つ
い

て
監

督
員

と
協

議
承

諾
を

得
た

も
の

に
つ

い
て

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

□
電

子
納

品
対

象
外

ま
た

、
受

注
者

が
希

望
し

な
い

場
合

は
監

督
員

の
承

諾
を

得
て

、
電
子

納
品

と
し

な
い

こ
と

が
で

き
る

。

電
子

媒
体

の
提

出
部

数
は

、
（

☑
２

部
□

（
　

　
　

　
）

部
）

と
す

る
。

□
6
年

7
月

改
訂

）
を

適
用

□
□

設
計

条
件

（
　

　
　

　
　

）
工

法
区

分
（

　
　

　
　
　

）
材

料
種

類
（

　
　

　
　

　
）

施
工

範
囲

（
　

　
　

　
　

）

□
削

孔
数

量
（

　
　

　
　

　
）

注
入

量
　

（
　

　
　

　
　

）
そ

の
他

　
（

　
　

　
　

　
）

□
□

工
法

関
係

（
　

　
　

　
　

　
　

　
）

材
料

関
係
（

　
　

　
　

　
　

　
　

）

□ □
□

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

）

☑
☑

☑
☑

☑
下

請
契

約
又

は
再

委
託

に
お

い
て

市
内

本
店

事
業

者
の

活
用

☑

☑
☑

☑
建

設
機

械
、

機
器

等
の

借
入

れ
☑

☑
使

用
人

等
に

お
い

て
市

民
の

活
用

☑
業

務
従

事
者

等
の

使
用

人
等

が
必

要
と

な
る

場
合

は
、

使
用

人
等

に
市

民
を

活
用

す
る

よ
う

配
慮

す
る

こ
と

。

□
特

例
監

理
技

術
者

の
設

置
□

□
□

時
間

外
労

働
の

上
限

規
制

の
適

用

時
間

外
労

働
の

上
限

規
制

の
適

用
本

工
事

は
、

労
働

基
準

法
第

１
３

９
 
条

第
１

項
「

災
害

時
に

お
け

る
復

旧
及

び
復

興
の

事
業

」
に

該
当

す
る

工
事

で
あ

る
。

配
慮

依
頼

事
項

下
請

契
約

又
は

再
委

託
（

一
次

下
請

以
降

の
す

べ
て

の
下

請
負

人
又

は
再

委
託

者
含

む
。

）
が

認
め

ら
れ

た
契

約
に

あ
っ

て
は

、
下

請
契

約
又

は
再

委
託

等
に

お
い

て
市

内
本

店
事

業
者

を
活

用
す

る
こ

と
に

配
慮

す
る

こ
と

。

資
材

、
原

材
料

の
市

内
本

店
事

業
者

か
ら

の
調

達
及

び
地

元
製

品
の

使
用

資
材

、
原

材
料

等
の

調
達

が
必

要
と

な
る

場
合

は
、

市
内

本
店

事
業
者

か
ら

調
達

す
る

こ
と

及
び

地
元

製
品

、
地

元
生

産
品

を
使

用
す
る

こ
と

に
配

慮
す

る
こ

と
。

建
設

機
械

、
機

器
等

の
借

入
れ

が
必

要
と

な
る

場
合

は
、

市
内

本
店
事

業
者

か
ら

借
入

れ
す

る
こ

と
に

配
慮

す
る

こ
と

。

特
例

監
理

技
術

者
の

設
置

本
工

事
は

、
建

設
業

法
第

２
６

条
第

３
項

た
だ

し
書

の
規

定
（

監
理
技

術
者

（
特

例
監

理
技

術
者

）
の

配
置

）
を

適
用

す
る

。
な

お
、
配

置
を

行
う

場
合

は
、

追
加

特
記

仕
様

書
［

特
定

管
理

技
術

者
等

の
配

置
］

に
示

す
要

件
を
全

て
満

た
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
（

三
重

県
H
P
「

三
重

県
の

公
共

事
業

情
報

」
参

照
）

社
会

保
険

等
未

加
入

対
策

社
会

保
険

等
未

加
入

対
策

（
健

康
保

険
、

厚
生

年
金

保
険

及
び

雇
用

保
険

）
適

用
除

外
で

な
い

に
も

関
わ

ら
ず

社
会

保
険

等
に

未
加

入
で

あ
る

建
設

業
者

を
下

請
負

人
と

し
て

は
な

ら
な

い
。

受
注

者
は

、
施

工
体

制
台

帳
・

再
下

請
負

通
知

書
の

「
健

康
保

険
等
の

加
入

状
況

」
欄

に
よ

り
下

請
業

者
が

社
会

保
険

等
に

加
入

し
て
い

る
か

ど
う

か
を

確
認

す
る

こ
と

。
ま

た
、

発
注

者
が

加
入

状
況

を
証

明
す

る
書

類
の

提
出
又

は
提

示
を

求
め

た
場

合
、

速
や

か
に

対
応

す
る

こ
と

。

法
定

福
利

費
の

負
担

法
定

福
利

費
を

明
記

し
た

標
準

見
積

書
の

活
用

法
定

福
利

費
は

事
業

主
が

負
担

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
社

会
保

険
料

で
あ

り
、

元
請

負
人

及
び

下
請

負
人

は
見

積
時

に
法

定
福

利
費

を
必

要
経

費
と

し
て

適
正

に
確

保
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
元

請
負

人
は

標
準

見
積

書
の

活
用
等

に
よ

る
法

定
福

利
費

相
当

額
を

内
訳

明
示

し
た

見
積

書
の

提
出
を

下
請

人
に

働
き

か
け

る
こ

と
。

ま
た

、
二

次
下

請
以

降
に

つ
い

て
も

同
様

に
標

準
見

積
書
の

活
用

に
努

め
る

こ
と

。
（

津
市

Ｈ
Ｐ

「
仕

事
・

産
業

－
入

札
・

契
約

－
工

事
・

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
関

係
－

調
達

契
約

課
か

ら
の

お
知

ら
せ

（
工

事
・

コ
ン
サ

ル
）

」
を

参
照

）

三
重

県
Ｃ

Ａ
Ｌ

Ｓ
電

子
納

品
運

用
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
令

和

薬
液

注
入

関
係

薬
液

注
入

工
法

等
の

指
定

あ
り

提
出

書
類

あ
り

注
入

量
の

確
認

、
注

入
の

管
理

及
び

注
入

の
効

果
の

確
認

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

工
事

の
一

部
分

に
お

い
て

、
下

請
負

に
付

す
る

場
合

に
は

、
部

分
下
請

通
知

書
を

当
該

下
請

負
業

者
の

施
工

開
始

日
ま

で
に

提
出

す
る
こ

と
。

部
分

下
請

通
知

書
に

は
、

下
請

負
業

者
（

再
下

請
負

業
者

を
含

む
)
と

の
契

約
書

等
の
写

し
、

主
任

技
術

者
等

の
資

格
者

証
の

写
し

及
び

主
任

技
術

者
等

の
雇

用
関

係
書

類
を

添
付

す
る

も
の

と
す

る
。

な
お

、
建

設
業

に
な

い
下

請
負

の
場

合
、
書

面
上

の
主

任
技

術
者

を
作

業
責

任
者

等
と

読
み

替
え

、
下

請
負
業

者
に

当
該

業
務

の
資

格
者

証
の

写
し

を
添

付
す

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
、

添
付

書
類

に
つ
い

て
は

、
施

工
体

制
台

帳
と

兼
ね

る
こ

と
が

で
き

る
。

工
事

に
使

用
す

る
材

料
は

、
設

計
図

書
に

品
質

規
格

を
特

に
明

示
し
た

場
合

を
除

き
、

三
重

県
公

共
工

事
共

通
仕

様
書

（
令

和
６

年
７
月

）
に

示
す

規
格

に
適

合
し

た
も

の
と

す
る

。
ま

た
、

使
用

す
る

材
料

の
品

質
証

明
の

資
料
確

認
（

提
示

及
び

提
出

）
は

、
施

工
計

画
書

作
成

時
に

監
督

員
と
協

議
す

る
こ

と
。

本
管

Ｔ
Ｖ

調
査

結
果

管
渠

敷
設

後
は

、
テ

レ
ビ

カ
メ

ラ
に

て
管

内
を

確
認

し
成

果
品

を
Ｄ
Ｖ

Ｄ
－

Ｒ
に

て
提

出
す

る
こ

と
。

な
お

、
漏

水
等

を
発

見
し

た
場
合

は
、

速
や

か
に

監
督

員
に

報
告

し
、

適
切

に
処

置
す

る
こ

と
。

電
 
子

 
納

 
品

提
出

書
類

工
事

を
施

工
す

る
た

め
に

下
請

契
約

（
一

次
下

請
負

人
と

な
る

警
備
業

者
と

の
契

約
含

む
）

を
締

結
し

た
場

合
、

工
事

着
手

ま
で

に
、
原

則
と

し
て

電
子

デ
ー

タ
で

施
工

体
制

台
帳

を
作

成
し

、
工

事
現

場
に

備
え

る
と

と
も

に
、
添

付
書

類
も

含
め

そ
の

写
し

を
監

督
員

に
提

出
す

る
こ

と
。

ま
た
、

施
工

体
制

に
変

更
が

生
じ

た
場

合
も

同
様

と
す

る
。

（
注

）
上

記
受

託
業

務
事

項
・

条
件

及
び

内
容

の
レ

印
当

該
欄

は
、

作
業

に
当

た
っ

て
制

約
を

受
け

る
事

と
な

る
の

で
明

示
す

る
。

　
　

　
明

示
事

項
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

及
び

明
示

さ
れ

て
い

な
い

制
約

等
が

発
生

し
た

と
き

は
、

発
注

者
と

別
途

協
議

し
適

切
な

措
置

を
講

ず
る

も
の

と
す

る
。

　
　

　
別

途
協

議
と

は
、

設
計

・
現

場
説

明
又

は
作

業
打

合
せ

等
に

よ
り

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

津
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下
水
道
編

特
記

仕
様

書
（

施
工

条
件

明
示

一
覧

表
）

№
9

明
　

示
　

項
　

目
明

　
　

示
　

　
事

　
　

項
条

　
　

　
件

　
　

　
及
　

　
　

び
　

　
　

内
　

　
　

容

☑
☑

☑
☑

☑
☑

　
⑶

　
暴

力
団

等
と

認
め

ら
れ

る
廃

棄
物

処
理

業
者

が
有

す
る

廃
棄
物

処
理

施
設

及
び

廃
棄

物
処

理
業

者
等

を
使

用
し

て
は

な
ら

な
い
。

　
⑷

　
本

市
と

締
結

し
た

契
約

等
の

履
行

に
当

た
り

、
受

注
者

等
が
暴

力
団

等
に

よ
る

不
当

介
入

を
受

け
た

と
き

は
、

断
固

と
し

て
こ
れ

を
拒

否
し

、
直

ち
に

　
　

発
注

者
に

文
書

に
て

報
告

す
る

と
と

も
に

所
管

の
警

察
署

に
通
報

し
捜

査
上

必
要

な
協

力
を

行
う

こ
と

。

　
⑸

　
捜

査
上

必
要

な
協

力
を

行
っ

た
と

き
は

、
速

や
か

に
発

注
者
に

文
書

に
て

そ
の

内
容

を
報

告
す

る
こ

と
。

　
⑹

　
受

注
者

等
が

不
当

介
入

を
受

け
た

こ
と

を
理

由
に

契
約

期
間
の

延
長

等
が

必
要

と
な

っ
た

と
き

は
、

発
注

者
に

契
約

金
の

延
長
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

　
　

る
。

暴
力

団
等

の
不

当
介

入
の

排
除

等
暴

力
団

等
の

不
当

介
入

の
排

除
等

に
関

す
る

特
記

締
結

す
る

契
約

等
か

ら
暴

力
団

、
暴

力
団

関
係

者
、

暴
力

団
関

係
者

法
人

等
（

以
下

「
暴

力
団

等
」

と
い

う
。

）
の

不
当

加
入

を
排

除
し

、
契

約
等

の
適

正
な

履
行

を
確

保
す

る
た

め
必

要
な

事
項

を
定

め
る

。

１
　

受
注

者
の

義
務

　
⑴

　
契

約
の

相
手

方
及

び
下

請
負

人
等

（
以

下
「

受
注

者
等

」
と
い

う
。

）
は

、
暴

力
団

等
と

認
め

ら
れ

る
下

請
負

人
等

を
使

用
し
て

は
な

ら
な

い
。

　
⑵

　
暴

力
団

等
と

認
め

ら
れ

る
資

材
販

売
業

者
か

ら
資

材
等

を
購
入

し
て

は
な

ら
な

い
。

２
　

関
係

法
令

に
違

反
し

関
係

機
関

か
ら

是
正

勧
告

等
が

あ
っ

た
場
合

は
、

津
市

長
又

は
津

市
上

下
水

道
事

業
管

理
者

（
以

下
「

市
長
等

」
と

い
う

。
）

へ
報

　
告

す
る

こ
と

。

３
　

条
例

第
７

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
る

報
告

の
求

め
及

び
立

入
検
査

に
対

し
、

誠
実

に
対

応
す

る
こ

と
。

４
　

労
働

者
が

条
例

第
９

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
る

申
出

を
し

た
こ
と

を
理

由
に

、
当

該
労

働
者

に
対

し
、

解
雇

そ
の

他
の

不
利

益
な
取

扱
い

を
し

な
い

こ
と

。

５
　

労
働

者
に

対
し

、
条

例
の

内
容

に
つ

い
て

周
知

を
行

う
こ

と
。

６
　

労
働

者
の

賃
金

水
準

の
引

上
げ

に
関

す
る

措
置

が
講

じ
ら

れ
る
場

合
は

、
下

請
契

約
等

の
請

負
契

約
金

額
の

見
直

し
、

労
働

者
の
賃

金
の

引
上

げ
等

に
つ

　
い

て
適

切
に

対
応

す
る

こ
と

。

７
　

市
長

等
が

行
う

施
策

に
協

力
す

る
こ

と
。

　
⑷

　
⑴

か
ら

⑶
に

掲
げ

る
も

の
の

ほ
か

、
条

例
の

規
定

に
違

反
し
た

と
き

。

　
⑸

　
特

定
公

契
約

に
あ

っ
て

は
、

別
紙

誓
約

事
項

に
違

反
し

た
と
き

。

労
働

環
境

の
確

保
に

係
る

誓
約

事
項

津
市

公
契

約
条

例
（

以
下

「
条

例
」

と
い

う
。

）
第

６
条

の
規

定
に

よ
り

、
下

記
事

項
に

つ
い

て
了

承
し

、
遵

守
す

る
こ

と
を

誓
約

し
ま

す
。

ま
た

、
誓

約
内

容
に

違
反

が
あ

っ
た

場
合

等
に

お
け

る
関

係
機

関
へ

の
通

報
、

指
名
停

止
、

契
約

解
除

及
び

違
約

金
徴

収
に

つ
い

て
異

議
は

あ
り

ま
せ
ん

。

１
　

津
市

公
契

約
条

例
施

行
規

則
第

８
条

に
掲

げ
る

関
係

法
令

（
次
項

に
お

い
て

単
に

「
関

係
法

令
」

と
い

う
。

）
を

遵
守

す
る

こ
と
。

２
　

公
契

約
の

解
除

等

　
市

長
等

は
、

受
注

者
等

が
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
と
き

は
、

当
該

公
契

約
の

解
除

、
受

注
者

等
の

指
名

停
止

等
必

要
な
措

置
を

採
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
⑴

　
条

例
第

７
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
報

告
を

怠
り

、
若

し
く
は

虚
偽

の
報

告
を

し
、

又
は

同
項

の
規

定
に

よ
る

立
入

検
査

を
拒
み

、
妨

げ
、

若
し

く
は

　
　

忌
避

し
、

若
し

く
は

質
問

に
対

し
て

応
答

せ
ず

、
若

し
く

は
虚
偽

の
回

答
を

し
た

と
き

。

　
⑵

　
条

例
第

８
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
命

令
に

従
わ

な
い

と
き
。

　
⑶

　
条

例
第

８
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

る
報

告
を

怠
り

、
又

は
虚
偽

の
報

告
を

し
た

と
き

。

　
⑴

　
関

係
法

令
及

び
条

例
の

規
定

を
遵

守
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

　
⑵

　
受

注
者

等
は

、
労

働
者

の
適

正
な

労
働

環
境

の
確

保
に

努
め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

　
⑶

　
受

注
者

等
は

、
労

働
者

と
対

等
な

労
使

関
係

を
構

築
す

る
と
と

も
に

、
下

請
契

約
等

を
締

結
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

、
下

請
契
約

等
の

相
手

方
と

対
等

　
　

な
立

場
に

お
け

る
合

意
に

基
づ

い
た

適
正

な
契

約
を

行
わ

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。

　
⑷

　
受

注
者

等
は

、
下

請
契

約
等

の
相

手
方

を
選

定
す

る
と

き
、
又

は
資

材
等

を
調

達
す

る
と

き
は

、
地

域
経

済
の

発
展

に
配

慮
し
、

本
市

の
区

域
内

に
主

　
　

た
る

事
務

所
を

有
す

る
事

業
者

又
は

本
市

の
区

域
内

で
生

産
さ
れ

た
資

材
等

を
活

用
す

る
よ

う
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

　
⑸

　
受

注
者

等
は

、
公

契
約

に
携

わ
る

者
と

し
て

、
社

会
的

な
責
任

を
自

覚
し

、
公

契
約

を
適

正
に

履
行

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

　
⑹

　
受

注
者

等
は

、
条

例
第

７
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ
き

市
長
又

は
上

下
水

道
事

業
管

理
者

（
以

下
「

市
長

等
」

と
い

う
。

）
が
行

う
報

告
の

求
め

及
び

　
　

立
入

検
査

そ
の

他
本

市
が

実
施

す
る

公
契

約
に

関
す

る
施

策
に
協

力
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

津
市

公
契

約
条

例
津

市
公

契
約

条
例

に
関

す
る

特
記

締
結

す
る

公
契

約
に

お
い

て
、

労
働

者
の

労
働

環
境

の
確

保
、

優
良
な

事
業

者
の

育
成

及
び

地
域

経
済

の
健

全
な

発
展

を
図

る
た

め
必
要

な
事

項
を

定
め

る
。

１
　

受
注

者
の

責
務

（
注

）
上

記
受

託
業

務
事

項
・

条
件

及
び

内
容

の
レ

印
当

該
欄

は
、

作
業

に
当

た
っ

て
制

約
を

受
け

る
事

と
な

る
の

で
明

示
す

る
。

　
　

　
明

示
事

項
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

及
び

明
示

さ
れ

て
い

な
い

制
約

等
が

発
生

し
た

と
き

は
、

発
注

者
と

別
途

協
議

し
適

切
な

措
置

を
講

ず
る

も
の

と
す

る
。

　
　

　
別

途
協

議
と

は
、

設
計

・
現

場
説

明
又

は
作

業
打

合
せ

等
に

よ
り

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

津
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下
水
道
編

特
記

仕
様

書
（

施
工

条
件

明
示

一
覧

表
）

№
1
0

明
　

示
　

項
　

目
明

　
　

示
　

　
事

　
　

項
条

　
　

　
件

　
　

　
及
　

　
　

び
　

　
　

内
　

　
　

容

☑
☑

☑
☑

津
市

工
事

請
負

の
地

元
調

整
津

市
工

事
請

負
の

地
元

調
整

に
関

す
る

特
記

仕
様

書
本

工
事

の
地

元
調

整
に

つ
い

て
は

下
記

の
と

お
り

行
う

も
の
と

す
る

。
１

 
趣

旨
 
　

津
市

工
事

請
負

に
係

る
地

元
調

整
に

つ
い

て
は

、
三

重
県

公
共

工
事

共
通

仕
様

書
（

以
下

「
共

仕
」

と
い

う
。

）
の

「
受

注
者

は
、

工
事

の
施

工
に

あ
た

 
り

、
地

域
住

民
と

の
間

に
紛

争
が

生
じ

な
い

よ
う

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
」

及
び

特
記

仕
様

書
の

「
受

注
者

は
、

工
事

中
の

適
切

な
安

全
確

保
の

措
置

 
等

の
一

切
の

手
段

に
つ

い
て

、
自

ら
の

責
任

に
お

い
て

定
め

、
工

事
を

実
施

す
る

こ
と

」
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
地

元
代

表
者

に
着

工
同

 
意

権
が

あ
る

よ
う

に
誤

っ
た

解
釈

が
さ

れ
、

工
事

実
施

に
支

障
を

き
た

す
事

例
が

発
生

し
た

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

本
特

記
仕

様
書

に
お

い
て

、
工

事
説

明
の

 
進

め
方

や
不

当
要

求
行

為
等

へ
の

対
応

に
つ

い
て

、
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

で
あ

る
。

２
 
発

注
者

及
び

受
注

者
の

責
務

 
⑴

 
工

事
発

注
に

係
る

工
事

の
必

要
性

、
設

計
図

書
に

お
け

る
工

事
目

的
物

の
仕

様
及

び
施

工
条

件
な

ど
に

係
る

地
元

調
整

に
関

す
る

こ
と

は
、

発
注

者
の

 
 
責

務
と

す
る

。
 
⑵

 
上

記
⑴

以
外

の
工

事
目

的
物

を
完

成
す

る
た

め
の

施
工

に
関

す
る

必
要

な
地

元
調

整
は

、
受

注
者

の
責

務
と

す
る

。

　
⑵

　
上

記
１

受
注

者
の

義
務

に
違

反
し

た
受

注
者

等
に

対
し

て
も
、

指
名

停
止

措
置

を
講

ず
る

も
の

と
す

る
。

３
　

契
約

等
の

解
除

　
⑴

　
暴

力
団

等
と

認
め

ら
れ

る
と

き
な

ど
に

よ
り

指
名

停
止

措
置
が

講
じ

ら
れ

た
入

札
参

加
資

格
者

等
と

の
契

約
等

に
つ

い
て

は
、
こ

れ
を

解
除

す
る

こ
と

　
　

が
で

き
る

。

建
設

業
退

職
金

共
済

制
度

に
係

る
事

務
手

続
き

建
設

業
退

職
金

共
済

制
度

に
係

る
事

務
手

続
き

に
つ

い
て

建
設

業
退

職
金

共
済

制
度

に
係

る
事

務
手

続
き

に
つ

い
て

は
下

記
の

と
お

り
と

す
る

。
１

 
建

設
業

退
職

金
共

済
制

度
へ

の
加

入
　

 
受

注
者

は
、

三
重

県
公

共
工

事
共

通
仕

様
書

に
定

め
る

と
こ

ろ
に
よ

り
、

建
設

業
退

職
金

共
済

制
度

に
該

当
す

る
場

合
は

同
制

度
に

加
入

す
る

こ
と

。
２

 
契

約
締

結
時

の
提

出
書

類
　

 
工

事
の

受
注

者
は

、
必

要
な

枚
数

の
共

済
証

紙
を

購
入

し
、

原
則
と

し
て

契
約

締
結

後
１

ヶ
月

以
内

に
、

取
扱

機
関

か
ら

交
付

さ
れ

る
掛

金
収

納
書

を
 
　

「
掛

金
収

納
書

提
出

用
台

紙
」

に
添

付
し

て
、

調
達

契
約

課
の

確
認

を
受

け
た

後
、

工
事

担
当

課
へ

提
出

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
電

子
申

請
方

式
に

よ
り

 
　

退
職

金
ポ

イ
ン

ト
を

購
入

す
る

場
合

は
、

契
約

締
結

後
原

則
と

し
て

４
０

日
以

内
に

、
電

子
申

請
専

用
サ

イ
ト

で
発

行
さ

れ
る

掛
金

収
納

書
（

電
子

申
請

 
　

方
式

）
に

つ
い

て
、

調
達

契
約

課
の

確
認

を
受

け
た

後
、

工
事

担
当

課
へ

提
出

す
る

こ
と

。
自

社
で

退
職

金
制

度
が

あ
る

等
の

理
由

に
よ

り
、

証
紙

を
購

 
　

入
し

な
い

場
合

は
「

建
設

業
退

職
金

共
済

証
紙

購
入

適
用

除
外

届
」

に
つ

い
て

、
調

達
契

約
課

の
確

認
を

受
け

た
後

、
工

事
担

当
課

へ
提

出
す

る
こ

と
。

３
 
共

済
証

紙
購

入
額

 
 
 
掛

金
収

納
書

提
出

用
台

紙
の

「
当

該
工

事
に

お
け

る
共

済
証

紙
購
入

の
考

え
方

」
１

～
４

に
よ

る
も

の
と

し
、

当
該

労
働

者
の

就
労

予
定

延
べ

人
数

や
、

 
　

当
該

工
事

に
お

け
る

労
働

者
の

制
度

加
入

率
の

把
握

に
努

め
、

「
考

え
方

」
２

又
は

３
に

よ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
が

、
こ

れ
に

よ
り

難
い

場
合

は
「

考
え

 
　

方
」

１
と

し
、

契
約

金
額

（
税

込
）

の
１

０
０

０
分

の
１

．
７

以
上

を
目

途
と

す
る

こ
と

。
４

 
共

済
証

紙
等

の
管

理
 
 
 
購

入
し

た
共

済
証

紙
に

つ
い

て
は

、
「

工
事

別
共

済
証

紙
受

払
簿
」

を
作

成
し

購
入

枚
数

や
交

付
枚

数
の

管
理

に
努

め
る

こ
と

。
ま

た
、

適
切

に
対

象
 
　

労
働

者
の

就
労

状
況

等
を

把
握

し
、

共
済

証
紙

の
交

付
等

を
行

う
こ

と
。

５
 
工

事
完

成
後

の
提

示
書

類
 
 
 
工

事
完

成
後

、
速

や
か

に
掛

金
充

当
日

数
と

証
紙

購
入

日
数

に
概
ね

齟
齬

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
、

「
掛

金
充

当
実

績
総

括
表

」
を

作
成

し
、

監
督

員
 
に

提
示

す
る

こ
と

。
ま

た
、

事
務

手
続

き
の

履
行

状
況

を
確

認
す

る
た

め
，

必
要

に
応

じ
て

「
工

事
別

共
済

証
紙

受
払

簿
」

又
は

そ
の

他
関

連
書

類
の

提
 
示

を
求

め
る

場
合

が
あ

る
。

６
 
建

設
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

シ
ス

テ
ム

の
活

用
　

 
建

設
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

シ
ス

テ
ム

（
以

下
　

C
C
U
S
 
と

い
う

。
）
に

事
業

者
登

録
を

行
っ

て
い

る
受

注
者

は
，

カ
ー

ド
リ

ー
ダ

ー
の

設
置

等
の

就
業

履
歴

 
が

蓄
積

可
能

な
環

境
整

備
に

努
め

る
こ

と
。

ま
た

，
C
C
U
S
 
の

活
用
に

よ
り

対
象

労
働

者
の

就
労

状
況

等
を

適
切

に
把

握
し

，
就

業
履

歴
数

と
対

象
労

働
者

 
の

就
労

状
況

報
告

と
の

間
で

齟
齬

が
生

じ
な

い
よ

う
に

留
意

す
る

こ
と

。

暴
力

団
等

の
不

当
介

入
の

排
除

等
２

　
入

札
参

加
資

格
者

等
及

び
受

注
者

等
に

対
す

る
措

置

　
⑴

　
入

札
参

加
資

格
等

又
は

そ
の

役
員

等
が

暴
力

団
等

と
認

め
ら
れ

る
と

き
、

暴
力

団
等

と
密

接
な

関
係

を
有

し
て

い
る

と
認

め
ら
れ

る
と

き
な

ど
は

、
当

　
　

該
入

札
資

格
者

等
に

対
し

、
津

市
建

設
工

事
等

指
名

停
止

基
準
に

基
づ

く
指

名
停

止
措

置
を

講
ず

る
も

の
と

す
る

。

（
注

）
上

記
受

託
業

務
事

項
・

条
件

及
び

内
容

の
レ

印
当

該
欄

は
、

作
業

に
当

た
っ

て
制

約
を

受
け

る
事

と
な

る
の

で
明

示
す

る
。

　
　

　
明

示
事

項
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

及
び

明
示

さ
れ

て
い

な
い

制
約

等
が

発
生

し
た

と
き

は
、

発
注

者
と

別
途

協
議

し
適

切
な

措
置

を
講

ず
る

も
の

と
す

る
。

　
　

　
別

途
協

議
と

は
、

設
計

・
現

場
説

明
又

は
作

業
打

合
せ

等
に

よ
り

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

津
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下
水
道
編

特
記

仕
様

書
（

施
工

条
件

明
示

一
覧

表
）

№
1
1

明
　

示
　

項
　

目
明

　
　

示
　

　
事

　
　

項
条

　
　

　
件

　
　

　
及
　

　
　

び
　

　
　

内
　

　
　

容

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
 
）

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

津
市

工
事

請
負

の
地

元
調

整
３

 
定

義
 
⑴

 
「

地
元

代
表

者
等

」
と

は
、

連
合

自
治

会
長

、
自

治
会

長
等

地
域

を
と

り
ま

と
め

る
者

を
い

う
。

ま
た

、
水

利
組

合
、

漁
業

協
同

組
合

等
な

ど
利

害
関

係
 
 
者

の
代

表
者

を
含

む
も

の
と

す
る

。
 
⑵

 
「

不
当

要
求

行
為

等
」

と
は

、
 
 
ア

 
正

当
な

理
由

な
く

面
会

を
強

要
す

る
行

為
又

は
拒

否
す

る
行

為
 
 
イ

 
暴

力
行

為
、

脅
迫

行
為

 
 
ウ

 
正

当
な

権
利

行
使

を
装

い
、

又
は

社
会

常
識

を
逸

脱
し

た
手

段
に

よ
り

金
銭

又
は

権
利

を
不

当
に

要
求

す
る

行
為

 
 
エ

 
粗

野
又

は
乱

暴
な

言
動

に
よ

り
他

人
に

不
安

又
は

嫌
悪

の
情

を
抱

か
せ

る
行

為
 
 
オ

 
下

請
負

人
等

に
特

定
の

者
を

採
用

す
る

よ
う

要
求

す
る

行
為

 
 
カ

 
ア

か
ら

オ
ま

で
に

掲
げ

る
も

の
の

ほ
か

、
工

事
に

支
障

を
生

じ
さ

せ
る

等
一

切
の

行
為

 
⑶

 
「

下
請

負
人

等
」

と
は

、
工

事
に

係
る

下
請

負
人

、
資

材
業

者
、

運
搬

業
者

、
測

量
業

者
及

び
設

備
・

物
品

納
入

業
者

等
を

い
う

。
４

 
工

事
説

明
の

進
め

方
 
⑴

 
発

注
者

は
、

発
注

前
に

地
元

代
表

者
等

と
工

事
の

目
的

、
内

容
・

効
果

、
工

事
実

施
の

条
件

等
に

つ
い

て
協

議
を

整
え

発
注

し
、

受
注

者
決

定
後

、
工

事
 
 
名

、
工

事
場

所
、

工
期

及
び

受
注

者
に

つ
い

て
地

元
代

表
者

等
に
依

頼
し

て
、

施
工

近
隣

住
民

に
周

知
を

行
う

。
 
⑵

 
受

注
者

は
、

受
注

後
速

や
か

に
施

工
計

画
書

を
作

成
す

る
こ

と
と

し
、

発
注

者
に

よ
る

周
知

を
行

っ
た

後
、

工
事

開
始

時
期

、
工

事
実

施
期

間
、

交
通

規
 
 
制

方
法

な
ど

工
事

施
工

に
関

す
る

こ
と

を
、

地
元

代
表

者
等

に
説
明

す
る

こ
と

。
そ

の
上

で
工

事
施

工
に

関
す

る
こ

と
以

外
の

工
事

の
目

的
、

内
容

・
効

果
 
 
等

受
注

者
の

み
で

対
応

で
き

な
い

説
明

を
求

め
ら

れ
た

場
合

に
は
、

発
注

者
が

同
行

の
も

と
説

明
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 
⑶

 
受

注
者

は
、

地
元

代
表

者
等

へ
の

説
明

後
、

共
仕

の
「

工
事

中
の

安
全

確
保

（
工

事
説

明
書

）
」

に
基

づ
き

、
必

要
に

応
じ

て
、

工
事

内
容

、
工

事
実

施
 
 
期

間
、

交
通

規
制

方
法

及
び

受
注

者
連

絡
先

を
記

し
た

工
事

へ
の
協

力
を

求
め

る
た

め
の

文
書

を
作

成
し

、
配

布
す

る
な

ど
工

事
現

場
の

説
明

性
の

向
上

を
 
 
図

る
も

の
と

す
る

。
 
⑷

 
受

注
者

の
説

明
に

対
し

、
地

元
代

表
者

等
の

協
力

を
得

る
こ

と
が

で
き

な
い

場
合

は
、

工
事

名
、

工
事

場
所

、
工

期
及

び
受

注
者

に
つ

い
て

施
工

近
隣

住
 
 
民

等
へ

各
戸

配
布

に
よ

り
周

知
し

、
協

力
を

求
め

る
な

ど
受

注
者
及

び
発

注
者

で
協

議
し

、
工

事
を

進
め

る
も

の
と

す
る

。
 
⑸

 
工

事
着

手
後

、
施

工
方

法
等

に
変

更
が

生
じ

た
場

合
は

、
必

要
に

応
じ

、
受

注
者

は
地

元
代

表
者

等
に

説
明

す
る

こ
と

。
ま

た
、

工
事

の
施

工
に

関
す

る
 
 
苦

情
や

要
望

は
、

受
注

者
が

対
応

に
あ

た
る

も
の

と
す

る
。

た
だ
し

、
受

注
者

の
責

務
を

果
た

し
た

う
え

で
受

注
者

の
み

で
解

決
が

困
難

な
場

合
は

、
発

注
 
 
者

も
同

行
し

、
対

応
に

当
た

る
も

の
と

す
る

。
 
⑹

 
受

注
者

は
、

地
元

調
整

を
行

っ
た

場
合

は
工

事
実

施
に

向
け

て
調

整
及

び
協

議
し

た
経

緯
を

記
録

し
た

書
面

、
配

布
し

た
文

書
等

を
工

事
打

合
せ

簿
に

添
 
 
え

て
監

督
員

に
提

出
す

る
こ

と
。

５
 
不

当
要

求
行

為
等

 
⑴

 
受

注
者

は
、

不
当

要
求

行
為

等
を

受
け

た
場

合
は

、
速

や
か

に
発

注
担

当
部

(
局

)
の

部
次

長
等

（
津

市
事

務
分

掌
規

則
（

平
成

１
８

年
１

月
１

日
規

則
第

 
 
６

号
）

第
４

条
第

１
項

第
２

号
に

規
定

す
る

部
次

長
、

同
条

第
２
号

の
２

項
に

規
定

す
る

局
次

長
、

同
条

第
２

項
に

規
定

す
る

所
長

及
び

同
条

第
５

項
第

２
 
 
号

に
規

定
す

る
担

当
参

事
を

い
う

。
）

に
報

告
す

る
と

と
も

に
、
所

轄
の

警
察

署
及

び
暴

力
追

放
三

重
県

民
セ

ン
タ

ー
に

通
報

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 
 
ま

た
、

下
請

負
人

等
が

不
当

要
求

行
為

等
を

受
け

た
場

合
は

、
そ
の

事
実

を
受

注
者

か
ら

発
注

担
当

部
(
局

)
の

部
次

長
等

へ
報

告
す

る
と

と
も

に
、

下
請

負
 
 
人

等
に

所
轄

の
警

察
署

及
び

暴
力

追
放

三
重

県
民

セ
ン

タ
ー

へ
通
報

を
さ

せ
る

も
の

と
す

る
。

 
⑵

 
受

注
者

に
よ

る
地

元
調

整
に

お
い

て
、

発
注

者
が

同
行

し
た

際
に

、
不

当
要

求
行

為
等

を
受

け
た

場
合

は
、

受
注

者
、

発
注

者
双

方
が

所
轄

の
警

察
署

及
 
 
び

暴
力

追
放

三
重

県
民

セ
ン

タ
ー

に
通

報
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 
⑶

 
受

注
者

及
び

下
請

負
人

等
は

、
不

当
要

求
等

を
受

け
た

事
実

を
記

録
し

て
お

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ
の

他

（
注

）
上

記
受

託
業

務
事

項
・

条
件

及
び

内
容

の
レ

印
当

該
欄

は
、

作
業

に
当

た
っ

て
制

約
を

受
け

る
事

と
な

る
の

で
明

示
す

る
。

　
　

　
明

示
事

項
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

及
び

明
示

さ
れ

て
い

な
い

制
約

等
が

発
生

し
た

と
き

は
、

発
注

者
と

別
途

協
議

し
適

切
な

措
置

を
講

ず
る

も
の

と
す

る
。

　
　

　
別

途
協

議
と

は
、

設
計

・
現

場
説

明
又

は
作

業
打

合
せ

等
に

よ
り

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

津
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